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町報かわにし
№ 1141

２０１６年２月１５日

デコレーション押し寿司
✿ 材料＜６人分＞
○米　　 　
○合わせ酢
　酢
　砂糖
　塩
○薄焼き卵　
　卵
　塩
　砂糖　　
✿ 作り方（押し型としてケーキ型や菓子箱を準備）
①ご飯は少し硬めに炊き、合わせ酢を加え、す
　し飯をつくる。
②薄焼き卵は材料をよく混ぜ合わせ、薄く焼き、
　千切りにする。
③味付けツナは、ツナ缶の汁を切り、鍋に材料
　をすべて入れ、火にかけ水分をとばす。
④絹さやは筋を取り、塩少々 ( 分量外 ) を加え
　た湯で色よくゆで、斜め千切り。
⑤押し型の内側にラップを敷き、卵、ご飯の半
　分、ツナ、絹さやの２／３、残りのご飯の順
　に重ね、ラップをかけて上から押す。
⑥大皿にひっくり返して、残りの絹さやと桜で
　んぶを飾る。

食育
推進

まだまだ寒い日が続きますが、立春が過ぎ暦の上では
もう春です。

　３月３日ひな祭りは、邪気を祓うという桃の花が咲く
ころに行うことから「桃の節句」とも言われています。
ひな祭りには、雛人形を飾り、菱餅・白酒・雛あられな
どをお供えします。

子どもたちの健やかな成長を願い、ひな祭りの日には、
是非家族で食卓を囲みましょう。

家族の幸せや
　健康を願ってInterviewer

齋藤　聖人さん
　　　（上小松）
　　　　　　

▼農業を始めたきっかけ
　わたしの家では、お米を約１０ha ほど栽培してい
ます。農業を始めて今年で４年目を迎えました。
　わたしを含めた３人兄弟がみんな「この家が無くな
るのがいやだ」と思っていたこと、そしてわたしたち
夫婦が「子育てするなら地元で」と思っていたため、
結婚を機に実家に帰り、農業を始めました。

▼わたしの農業スタイル
　わたしは、若い人に農業の魅力を伝えたいと思って
いて、そのために考え出したのが「スーツ農家」です。
就農して一年目の田植えの日、思い切ってスーツで田
んぼに向かったときは、家族や周囲の人に反対された
り、認められないこともありましたが、次第にメディ
アなどで「スーツ農家齋藤聖人」が取り上げられるよ
うになり、応援してくれる人も増えてきました。
　また、ＳＮＳを活用した情報発信を積極的に行った
り、週末限定でフレンドリープラザでカフェを開いて
います。これは「わたしという人間を好きになっても
らい、わたしのお米を買ってほしい」と常に考えてい
るためです。カフェでは、わたしのお米をおにぎりに
したり、米粉のスウィーツとして食べていただいてま
すが、それを食べて喜ぶお客さんの顔を見れるのが本
当にうれしいです。

　実は最近、わたしのそんな活動を知って、共感して
いただいた方から是非雇用してほしいという連絡をい
ただきました。残念ながらまだ雇用することはできな
かったのですが、町外に住んでいる方が、わたしの農
業スタイルに共感してくれたことが嬉しくて、自分が
やっていることが少しずつ伝わっているんだと実感で
きました。

▼これからの目標

　これからも、わたしと同じ若い世代に農業の魅力が
伝わるように、農業って楽しそうだと興味を持っても
らえるように、農業と繋がりがないようなことにもチ
ャレンジしていきたいと思っています。
　そして、そんなわたしに
興味を持ち、川西町に興味
を持ち、川西町に来たいと
思ってくれる若者が増える
ように、私自身も農業を楽
しみたいと思います。

明日へのバトン
みらい

若い人に農業の魅力を伝えたい

３合

１／２カップ
大さじ２
小さじ２

２個
少々
大さじ１／２

○味付けツナ
　ツナ缶
　しょうゆ
　砂糖
　みりん
　酒
○絹さや
○桜でんぶ

１６０ｇ
大さじ２
大さじ２
大さじ１
大さじ１
６０ｇ
１０ｇ

「寿（ことぶき）」を
「司（つかさど）る」
　という意味がある
　お寿司はいかが？

共感してくれる人もできた
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　みさなん、「寒中野菜」という名前を聞いたことがありますか？
　見た目はどこにでもある普通の「野菜」。けれども、一口食べればその違
いにすぐ気付きます。
　寒中野菜は川西町だけでなく、いまや置賜地方で生産が盛んになって
います。
　なぜ、他の野菜と違って独自のパッケージが施されているのか、なぜ今
置賜地方で冬の農業が盛んなのか。
　寒中や市の秘密を、３人の若手農業者に伺いました。

かわにしかわにし

置賜の寒さが生んだ絶品野菜
　みささん、「寒中野菜」という名前を聞いたことがありますか？
　見た目はどこにでもある普通の「野菜」。けれども、一口食べればその違
いにすぐ気付きます。
　寒中野菜は川西町だけでなく、いまや置賜地方で生産が盛んになって
います。
　なぜ、他の野菜と違って独自のパッケージが施されているのか、なぜ今
置賜地方で冬の農業が盛んなのか。
　寒中野菜の秘密を、３人の若手農業者に伺いました。

主な内容
特集：置賜の寒さが生んだ絶品野菜 P２～

新春お年玉付きパズル当選者発表
P６～防災登録制メールに登録しましょう
P２０～

町のニュース P２１～



▲山形県知事賞おめでとうございます

２/４

犬
川
小
１
年
生
が
山
形
県
知
事
賞
を
受
賞

～
第
65
回
山
形
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
～

　統
計
の
表
現
技
術
な
ど
を
競
う
「
第
65
回

山
形
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
お
い

て
、犬
川
小
学
校
の
１
年
生
（
嶋
貫
翔し

ょ
うく

ん
、

江
袋
ゆ
な
さ
ん
、
佐
藤
惟い

な菜
さ
ん
）
の
作
品

『
や
さ
い
で
ぼ
く
・
わ
た
し
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
』

が
、
山
形
県
知
事
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
犬
川
小
学
校
６
年
生
（
荒
木
日ひ

な
る成

く
ん
、大
河
原
依い

お旺
く
ん
、渡
邊
涼り

ょ
う
が雅

く
ん
）

の
作
品
『
６
次
産
業
化
拠
点
施
設
「
か
わ
に

し
森
の
マ
ル
シ
ェ
」
へ
よ
う
こ
そ
』
が
山
形

県
統
計
協
会
長
賞
、
吉
島
小
学
校
６
年
生(

角
田
真ま

ひ
ろ紘

く
ん)

の
作
品
『「
朝
食
」
は
き

ち
ん
と
毎
朝
食
べ
て
い
ま
す
か
？
』
が
審
査

員
特
別
賞
に
選
ば
れ
る
な
ど
、
本
町
小
学
生

の
作
品
が
7
つ
入
選
、
さ
ら
に
は
、
犬
川
小

学
校
が
最
優
秀
学
校
賞
を
受
賞
す
る
と
い
う

素
晴
ら
し
い
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

▲百歳を迎えられた堀部　づさん（前列中央）

１
０
０
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
百
歳
顕
彰
の
お
祝
い
～

　町
で
は
、
長
寿
を
祝
福
す
る
た
め
、
百
歳
顕
彰
条
例

に
基
づ
き
、
今
年
で
数
え
百
歳
を
迎
え
ら
れ
た
方
々
に

顕
彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　今
年
百
歳
を
迎
え
ら
れ
た
11
名
の
方
に
は
、
さ
ら
に

長
寿
を
重
ね
ら
れ
ま
す
よ
う
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。

○ 

百
歳
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん

安
部
み
つ
ゑ
さ
ん

　伊
藤
み
ど
り
さ
ん

木
村
淳
さ
ん

　
　
　須
貝
勇
作
さ
ん
（
以
上
上
小
松
）

遠
藤
ひ
さ
さ
ん
（
時
田
）

　髙
橋
憲
明
さ
ん
（
下
奥
田
）

佐
藤
フ
タ
ミ
さ
ん
（
高
山
）

　玉
田
や
ゑ
さ
ん
（
玉
庭
）

鈴
木
琴
子
さ
ん（
上
奥
田
）

　本
田
辰
二
さ
ん（
尾
長
島
）

堀
部
　づ
さ
ん
（
そ
よ
風
の
森
）

▲小学校でも交通ルールを守っていってください

２/４

年
長
組
の
園
児
が
交
通
安
全
を
誓
う

～
平
成
27
年
度
か
も
し
か
ク
ラ
ブ
修
了
式
～

　２
月
に
町
内
の
保
育
所
・
幼
稚
園
で
か
も

し
か
ク
ラ
ブ
修
了
式
が
行
わ
れ
、
４
日
の
北

斗
幼
稚
園
で
は
、
19
名
の
年
長
児
た
ち
が
元

気
な
返
事
で
修
了
証
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
交
通
安
全
母
の
会
か
ら
記
念
品
と

し
て
下
敷
と
「
交
通
安
全
は
家
庭
か
ら
」
の

励
ま
し
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、園
児
た
ち
は
、

小
学
校
に
行
っ
て
か
ら
も
交
通
安
全
を
心
が

け
る
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

　修
了
式
後
は
、
交
通
安
全
専
門
指
導
員
が

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
扮
し
て
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
を
と
お
し
て
子
供
た
ち
に
楽
し
く
交
通
ル

ー
ル
を
教
え
ま
し
た
。

▲県統計協会長賞も素晴らしい作品でした

▲特別賞受賞おめでとうございます
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置
賜
の
寒
さ
が
生
ん
だ

　
　
　
　
　
　絶品
野
菜

寒
い
か
ら
こ
そ
甘
く
な
る
？

　最
近
、ス
ー
パ
ー
な
ど
で
「
寒
中
野
菜
」

と
い
う
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
包
ま
れ
た
キ
ャ
ベ

ツ
、
ね
ぎ
、
白
菜
を
見
つ
け
た
人
は
い
る

で
し
ょ
う
か
。

　見
た
目
は
普
通
の
野
菜
な
の
に
、
な
ぜ

独
自
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
包
ま
れ
ひ
と
き
わ

目
立
っ
て
い
る
の
か
、
疑
問
に
思
っ
た
人

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　見
た
目
は
一
緒
で
す
が
、
実
際
に
食
べ

て
み
る
と
何
が
違
う
か
す
ぐ
に
分
か
る
と

思
い
ま
す
。
寒
中
野
菜
の
一
番
の
特
徴
は

ズ
バ
リ
「
甘
さ
」
で
、
通
常
出
荷
さ
れ
る

野
菜
の
倍
以
上
の
糖
度
が
あ
り
ま
す
。

　寒
中
野
菜
は
、
降
雪
前
の
11
月
下
旬
か

ら
12
月
上
旬
に
収
穫
さ
れ
、
出
荷
さ
れ
る

ま
で
の
間
雪
の
中
や
施
設
で
保
存
さ
れ
ま

す
。
野
菜
は
、
気
温
が
下
が
る
と
、
で
ん

ぷ
ん
を
糖
に
か
え
て
細
胞
が
凍
結
す
る
の

を
防
ぐ
働
き
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
働
き
に

　「寒
中
野
菜
」
を
ご
存
知
で
す
か
？

　寒
中
野
菜
と
は
、
気
温
が
下
が
り
雪
が

降
る
12
月
か
ら
１
月
に
出
荷
が
始
ま
る
野

菜
の
こ
と
で
、「
寒
中
キ
ャ
ベ
ツ
」「
寒
中

ね
ぎ
」「
寒
中
白
菜
」
の
３
種
類
が
あ
り

ま
す
。

　な
ぜ
、
こ
の
よ
う
に
雪
深
い
置
賜
地
方

で
冬
の
野
菜
が
有
名
に
な
っ
た
の
か
、
今

回
は
寒
中
野
菜
の
謎
に
迫
り
ま
す
。

よ
り
、
寒
中
キ
ャ
ベ
ツ
の
糖
度
は
い
ち
ご

と
同
じ
10
度
程
度
ま
で
上
が
り
ま
す
。
こ

れ
が
、
寒
中
野
菜
の
甘
み
の
秘
密
で
す
。

甘
い
野
菜
を
ブ
ラ
ン
ド
に

　こ
の
甘
い
野
菜
に
注
目
し
て
、
い
ち
早

く
出
荷
に
乗
り
出
し
た
米
沢
青
果
㈱
で
、

い
ま
か
ら
約
13
年
ほ
ど
前
に
出
荷
が
始

ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　は
じ
め
は
試
行
錯
誤
で
う
ま
く
い
か
な

い
こ
と
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
平
成

20
年
に
は「
寒
中
キ
ャ
ベ
ツ
」「
寒
中
ね
ぎ
」

を
、
平
成
22
年
に
は
「
寒
中
白
菜
」
を
商

標
登
録
し
、
そ
の
販
売
が
軌
道
に
乗
り
始

め
、
出
荷
者
も
ど
ん
ど
ん
増
え
、
今
で
は
、

置
賜
地
方
の
約
30
名
の
生
産
者
が
出
荷
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　本
町
で
も
、
11
名
の
生
産
者
が
出
荷
し

て
い
る
寒
中
野
菜
。
今
回
は
、
特
に
熱
意

を
も
っ
て
寒
中
野
菜
を
生
産
し
て
い
る
３

人
の
若
い
衆
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。見た目は一緒。「甘さ」が違う！

▲来庁された渡部社長（中央）と金田店長（右）
　ありがとうございました。

２/１

町
内
中
小
企
業
の
ま
す
ま
す
の
振
興
に
活
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
う
め
や
川
西
店
様
か
ら
寄
付
金
の
贈
呈
～

　2
月
1
日
㈪
、
株
式
会
社
う
め
や
渡
部
社

長
と
金
田
川
西
店
長
が
来
庁
さ
れ
、
1
月
17

日
に
行
っ
た
寒
鱈
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
で
の
売
り

上
げ
を
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　こ
の
取
り
組
み
は
今
年
で
4
年
目
を
迎

え
、
寒
鱈
鍋
を
１
杯
３
０
０
円
で
販
売
し
、

そ
の
売
り
上
げ
を
「
町
の
振
興
・
発
展
に
役

立
て
て
ほ
し
い
」
と
い
う
こ
と
で
、
町
に
寄

付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　今
回
、
株
式
会
社
う
め
や
様
か
ら
町
の
た

め
に
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、
中
小
企
業
振

興
の
た
め
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　１
月
22
日
㈮
、
川
西
中
学
校
で
受
験
生
激

励
会
が
開
催
さ
れ
、１
６
３
名
の
３
年
生
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
激
励
を
受
け
ま
し
た
。

　は
じ
め
に
、
地
元
有
志
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
で
あ
る
「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
か
わ
に
し
」
さ
ん

が
、
㈱
三
菱
鉛
筆
山
形
工
場
か
ら
無
償
で
い

た
だ
き
、
１
月
１
日
午
前
１
時
に
合
格
祈
願

し
た
五
角
（
合
格
）
鉛
筆
を
贈
呈
し
、
そ
の

後
在
校
生
に
よ
る
応
援
や
、
合
格
絵
馬
の
手

渡
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　３
年
生
は
「
み
な
さ
ん
に
い
た
だ
い
た
応

援
を
胸
に
、
受
験
と
い
う
壁
を
乗
り
越
え
た

い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

▲縁起のいい五角（合格）鉛筆で、受験突破を

１ /22

先
輩
達
の
合
格
を
願
っ
て

～
川
西
中
学
校
受
験
生
激
励
会
～

▲きのこになったら、どうやって食べようかな

1 /２３
１ /３０
森
林
や
希
少
生
物
へ
の
理
解
を
深
め
る

　
　～
原
木
き
の
こ
の
植
菌
体
験
・
希
少
生
物
、
野
生
動
物
の
勉
強
会
～

　1
月
23
日
㈯
、
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で

き
の
こ
の
植
菌
体
験
を
開
催
し
、
町
内
外
か

ら
約
70
名
が
参
加
し
、
し
い
た
け
や
な
め
こ

の
菌
を
原
木
に
打
ち
付
け
、
き
の
こ
が
出
て

く
る
の
を
楽
し
み
に
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
１
月
30
日
㈯
に
は
、「
希
少
生
物
、

野
生
動
物
と
の
共
生・共
存
を
学
ぶ
学
習
会
」

を
開
催
し
、
約
30
名
の
参
加
者
が
野
生
に
暮

ら
す
動
物
た
ち
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　こ
の
２
つ
の
催
し
は
、「
山
形
県
緑
環
境

交
付
金
」
を
活
用
し
て
行
っ
て
お
り
、
実
体

験
や
講
話
を
と
お
し
て
自
然
に
対
す
る
理
解

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　1
月
18
日
㈪
、
文
部
科
学
大
臣
優
秀
教
職

員
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
小
松
小
学
校
の
平
健

司
教
諭
が
、
優
秀
教
職
員
と
し
て
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　受
賞
し
た
平
教
諭
は
、
平
成
25
年
度
か
ら

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
担
当
教
諭
と

し
て
、
町
内
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
制
度
の
定
着
と
拡
大
に
貢
献
し
、
そ

の
実
績
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
表
彰
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
お
こ
な

わ
れ
、
全
国
の
国
公
私
立
学
校
の
現
職
教
職

員
（
管
理
職
を
除
く
）
を
対
象
に
、
優
れ
た

成
果
を
上
げ
た
教
員
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

▲平教諭のますますのご活躍を期待します
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
定
着
を
評
価

　
　
　
　
　～
小
松
小
平
教
諭
が
文
部
科
学
大
臣
優
秀
教
職
員
表
彰
～
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と
寒
中
野
菜
の
も
つ
「
甘
さ
」
の
お
か
げ

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　も
う
一
つ
は
価
格
で
す
。
野
菜
は
そ
の

年
の
気
候
や
他
産
地
の
状
況
に
よ
っ
て
、

価
格
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
寒
中
野
菜
は
、
冬
に
出
荷
さ
れ
る
た

め
、
他
の
産
地
の
影
響
を
受
け
に
く
く
、

値
崩
れ
が
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　こ
れ
は
生
産
者
だ
け
で
な
く
、
米
沢
生

花
市
場
さ
ん
の
販
売
に
か
け
る
情
熱
が

あ
っ
て
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。

甘
さ
が
売
り
の
寒
中
野
菜

子
ど
も
た
ち
も
よ
く
食
べ
ま
す

失
敗
を
次
に
生
か
し
て

　今
年
で
10
年
に
な
る
と
お
話
し
ま
し
た

が
、
実
は
２
年
前
の
冬
に
突
然
の
大
雪
で

ね
ぎ
を
収
穫
し
き
れ
ず
に
倒
し
て
し
ま
い
、

作
付
け
し
た
ね
ぎ
の
多
く
を
出
荷
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
苦
い
経
験
が

あ
り
ま
す
。

　そ
の
失
敗
か
ら
、
現
在
で
は
収
穫
時
期

の
天
候
に
は
特
に
気
を
付
け
な
が
ら
収
穫

作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　今
後
は
、
天
候
に
左
右
さ
れ
な
い
よ
う

に
安
定
し
た
品
質
の
野
菜
を
作
り
続
け
、

た
く
さ
ん
の
人
に
寒
中
野
菜
を
知
っ
て
も

ら
い
、
食
べ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
そ
し

て
寒
中
野
菜
の
魅
力
を
よ
り
多
く
の
人
に

知
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

冬
も
農
業
で
稼
ぎ
た
い

　わ
た
し
は
、
寒
中
野
菜
を
始
め
て
今
年

で
10
年
目
に
な
り
ま
す
。

　10
年
前
に
就
農
し
た
際
、
ど
う
せ
な
ら

冬
も
農
業
で
稼
ぎ
た
い
と
い
う
思
い
か
ら

寒
中
野
菜
を
作
り
始
め
ま
し
た
。

　寒
中
野
菜
の
魅
力
は
、
ま
ず
一
つ
は
や

は
り
「
甘
さ
」
で
す
。
わ
た
し
の
子
ど
も

た
ち
は
、
寒
中
野
菜
が
食
卓
に
並
ぶ
と
い

つ
に
も
ま
し
て
野
菜
を
食
べ
ま
す
。
き
っ

江口　和彦さん（犬川）

寒中でも、暑い時期から準備が始まります

▲栽培の苦労話に花を咲かせながらも、できあがった野菜を前に顔がほころぶ 3人



▲一人ひとりが想いを乗せて書き初め

小
学
生
が
一
心
不
乱
に
「
書
き
初
め
」

～
平
成
28
年
川
西
町
小
学
生
書
き
初
め
大
会
～

　1
月
9
日
㈯
、
中
央
公
民
館
視
聴
覚
室
で

平
成
28
年
川
西
町
小
学
生
書
き
初
め
大
会
が

開
催
さ
れ
、
37
名
の
小
学
生
が
、
学
年
ご
と

の
課
題
を
「
書
き
初
め
」
ま
し
た
。

　は
じ
め
に
、
4
年
生
～
6
年
生
ご
と
に
定

め
ら
れ
た
課
題
に
対
す
る
書
き
方
の
ポ
イ
ン

ト
を
先
生
に
説
明
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後

約
1
時
間
、
児
童
た
ち
は
集
中
し
て
筆
を
走

ら
せ
ま
し
た
。

　書
き
終
え
た
作
品
に
つ
い
て
は
、
各
学
年

ご
と
に
3
つ
の
賞
が
用
意
さ
れ
、
表
彰
式
に

て
賞
状
と
副
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞

者
は
町
Ｈ
Ｐ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

　１
月
10
日
㈰
、
中
央
公
民
館
前
駐
車
場
で

平
成
28
年
川
西
町
消
防
団
出
初
め
式
が
行
わ

れ
、
町
内
7
地
区
の
団
員
た
ち
や
、
消
防
署

員
な
ど
約
２
０
０
名
が
参
加
し
、
今
年
一
年

の
安
全
安
心
の
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
が
決
意
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

　各
分
団
ご
と
に
整
列
す
る
中
で
閲
覧
が
行

わ
れ
る
と
、
会
場
は
引
き
締
ま
っ
た
空
気
と

な
り
、
団
員
た
ち
の
表
情
も
引
き
締
ま
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一
斉
放
水
と
分
列
行

進
を
行
い
ま
し
た
。

　１
月
中
旬
か
ら
雪
が
本
格
的
に
降
り
は
じ

め
、
県
内
で
雪
下
ろ
し
中
の
事
故
が
起
き
て

い
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

今
年
１
年
の
安
全
・
安
心
を
願
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
平
成
28
年
川
西
町
消
防
団
出
初
め
式
～

▲町の安全安心のためよろしくお願いします
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　１
月
13
日
㈬
、
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

山
形
で
、
県
産
花
き
の
Ｐ
Ｒ
と
生
産
技
術
の

向
上
を
目
的
と
し
た
山
形
県
最
大
の
花
の
祭

典
「
や
ま
が
た
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
５
」
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
本
町
の

那
須
芳
美
さ
ん
（
西
大
塚
）
と
鈴
木
武
一
さ

ん
（
上
小
松
）
が
生
産
し
た
ダ
リ
ア
が
、
最

高
賞
の
金
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
他

４
名
が
生
産
し
た
ダ
リ
ア
も
入
賞
し
、
今
回

入
賞
し
た
ダ
リ
ア
８
点
の
う
ち
本
町
か
ら
７

点
が
入
賞
す
る
と
い
う
素
晴
ら
し
い
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

　本
町
は
、
切
り
花
ダ
リ
ア
発
祥
の
地
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
ダ
リ
ア
を
重
点
作
物
と
し
て

生
産
者
に
対
す
る
支
援
を
積
極
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。

　生
産
者
の
皆
さ
ん
も
、
技
術
の
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
と
品
質
向
上
を
目
標
に
活
動
し
て
お

り
、
町
の
花
「
ダ
リ
ヤ
」
の
輝
き
と
魅
力
を

県
内
外
へ
発
信
し
続
け
て
い
ま
す
。

▲花と茎葉のバランス・咲き姿の良さが
　評価された那須さんの「ムーンワルツ」

か
わ
に
し
の
ダ
リ
ア
が
東
北
農
政
局
長
賞
受
賞

　
　
　
　
　
　
　～
や
ま
が
た
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
５
～

賞名 受賞者 地区名

金　賞
東北農政局長賞 那須　芳美 西大塚

仙花社長賞 鈴木　武一 上小松

特別賞 山形県生花商組合
連合会組合長賞 吉田　祐子 上小松

銀　賞 山形県花き生産連
絡協議会長賞

横山　沙織 吉　田
五十嵐千鶴子 小　松
青木　督平 東大塚
吉田　祐子 上小松

▲鈴木さんの「かまくら」

▲多くの生産者が受賞されました
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が
、
自
分
の
営
農
ス
タ
イ
ル
と
あ
っ
て
い

て
、
苦
も
無
く
は
じ
め
ら
れ
ま
し
た
。

　た
だ
、
い
ま
ま
で
米
と
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

を
主
に
栽
培
し
、
キ
ャ
ベ
ツ
を
栽
培
し
た

こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
失
敗
や
わ
か
ら

な
い
こ
と
も
多
く
、
苦
労
し
て
い
ま
す
。

　そ
れ
で
も
、
毎
年
勉
強
し
な
が
ら
少
し

ず
つ
い
い
も
の
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す

し
、
い
い
も
の
を
作
れ
る
よ
う
に
な
る
こ

と
を
や
り
が
い
に
感
じ
な
が
ら
続
け
て
い

き
た
い
で
す
。

私
た
ち
の
野
菜
は
甘
い
！

自
信
を
も
っ
て
勧
め
ま
す
！

も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い

　寒
中
野
菜
は
、
甘
く
て
お
い
し
く
作
り

甲
斐
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
あ
る
程
度
収

入
が
見
込
め
る
た
め
、
部
会
員
は
若
い
人

が
多
く
、
み
ん
な
一
生
懸
命
に
寒
中
野
菜

を
作
っ
て
い
ま
す
。

　部
会
員
が
一
生
懸
命
作
っ
た
寒
中
野
菜

は
本
当
に
甘
く
て
お
い
し
い
。
こ
れ
は
本

当
に
自
信
を
も
っ
て
い
ま
す
の
で
、
多
く

の
人
に
オ
ス
ス
メ
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　こ
の
寒
中
野
菜
を
、
少
し
で
も
多
く
の

人
に
知
っ
て
も
ら
い
、
手
に
取
っ
て
も
ら

い
、
食
べ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　食
べ
て
も
ら
え
ば
必
ず
寒
中
野
菜
の
お

い
し
さ
に
気
づ
い
て
い
た
だ
け
る
と
思
い

ま
す
。

　

先
輩
農
家
の
紹
介
で

　わ
た
し
が
、
寒
中
野
菜
を
始
め
た
の
は

い
ま
か
ら
２
年
前
で
、
そ
れ
ま
で
冬
期
間

は
出
稼
ぎ
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
季
節
労

働
で
な
か
な
か
収
入
が
安
定
し
な
か
っ
た

た
め
、
近
く
の
先
輩
農
家
に
相
談
し
た
の

が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　７
月
に
種
を
ま
き
、
８
月
に
畑
へ
定
植

す
る
。
そ
し
て
雪
が
降
る
前
の
11
月
下
旬

か
ら
収
穫
す
る
と
い
う
栽
培
の
サ
イ
ク
ル

工藤　正憲さん（中郡）

　寒
中
野
菜
は
、
普
通
に
生
産
さ
れ
て
い

る
野
菜
に
比
べ
て
甘
い
の
が
特
徴
で
す
。

　サ
ラ
ダ
な
ど
で
、
あ
ま
り
味
付
け
を
せ

ず
素
材
の
味
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
の
が

お
す
す
め
の
食
べ
方
で
す
。

　寒
中
野
菜
の
認
知
度
を
さ
ら
に
上
げ
て

い
た
だ
く
た
め
、

生
産
者
の
顔
が
見

え
る
対
面
販
売
な

ど
を
行
っ
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
。

素
材
の
味
を
堪
能
し
て

　ヤ
マ
ザ
ワ
川
西
店

　青
果
チ
ー
フ

　
　
　
　
　
　
　
　石
山

　諒
さ
ん

寒中野菜は、若い農業者が特に一生懸命です

　５
年
ほ
ど
前
か
ら
寒
中
野
菜
を
販
売
し

て
お
り
、
な
る
べ
く
川
西
町
の
生
産
者
の

野
菜
を
優
先
し
て
入
荷
す
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

　甘
み
が
強
く
、
く
さ
み
も
少
な
い
野
菜

な
の
で
、
温
サ
ラ
ダ
と
し
て
食
べ
て
い
た

だ
く
の
が
お
す
す

め
で
す
。

　蒸
し
た
だ
け
で

も
十
分
お
い
し
い

野
菜
で
す
。

温
サ
ラ
ダ
が
お
す
す
め

　うめ
や
川
西
店

　青果
主
任

　
　

　
　
　
　
　
　
　鈴木

　裕司
さ
ん

新
春
お
年
玉
付
き
パ
ズ
ル
当
選
者
発
表

71
通
の
応
募
の
中
か
ら
厳
正
な
抽
選
の
結
果
、
当
選
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

２
月
中
旬
ご
ろ
川
西
商
業
協
同
組
合
商
品
券
（
１
０
０
０
円
分
）
を
お
贈
り
し
ま
す
。

◆
当
選
者
（
15
名
）【
敬
称
略
】

梅
津
節
子
（
上
小
松
）、
勝
見
光
一
（
上
小
松
）、
加
藤
周
子
（
上
小
松
）、

佐
藤
千
恵
美
（
上
小
松
）、
嶋
貫
貞
雄
（
上
小
松
）、
江
本
廣
紀
（
上
小
松
）、

加
藤
文
子
（
西
大
塚
）、
関
河
悦
子
（
西
大
塚
）、
島
貫
悦
子
（
下
小
松
）、

山
口
翔
大
（
下
小
松
）、
井
上
由
美
子
（
高
山
）、
寒
河
江
小
百
合
（
堀
金
）、

中
田
信
子
（
玉
庭
）、
寒
河
江
希
実
（
吉
田
）、
星
野
和
子
（
吉
田
）

町
報
１
月
15
日
号
で
実
施
し
た
パ
ズ
ル
の
答
え
と
当
選
者
を
発
表
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
並
ん
だ
文
字
の
中
に
世
界
の
国
の
名
前
が
隠
れ
て
い
ま
す
。
縦
・
横
・
斜

　
　
　
　
　め
に
文
字
を
な
ぞ
っ
て
言
葉
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
言
葉
に
な
ら
な
か
っ

た
文
字
を
組
み
合
わ
せ
て
答
え
く
だ
さ
い
。

  

問 

題森のマルシェ

  

解 

答

リトアニアチアロク
ンヒンルマメシダウ
ヤリテガゼアリナエ
ジアノンリンアカー
イビアマシエチシト
バンソニルユドンス
ルロコスドリタンペ
ゼコルイチケモイイ
アリトスーオマーン

　  待ち市と　  楽祭
　町内外からおいしいものや、かわいいものが多数出店される春待ち市。
　お腹も心も満たされてみませんか？音楽祭も同時開催します！

❖ 開催日　2 月 27 日 ㊏・28 日㊐
❖ 時　間　午前 10 時～午後 4 時

❖ 会　場　川西町フレンドリープラザ

布小物・アクセサリー・ハーブ＆アロマ雑貨や、菓子・漬物・もち・ドレッシング
などを販売。コーヒー・中華まん・牛煮込み・おむすびなどのお食事もできます。

県内外から、ジャズ・カントリーミュージック・吹奏楽・
サキソフォンアンサンブル・リコーダーアンサンブルなど様々な
ジャンルの音楽大好き人間が集います。

折り紙、アロマクリームづくり、オリジナルビーズ
ブレスレットづくりの体験ができます。

幼児から小学校低学年までのお子様を対象に、簡単に着付けができ、
本格的なお雛様の姿になれる体験プランです。記念のお写真をお撮
り下さい。ご希望の方は電話にてご予約下さい。

（両日先着１５組まで）

マーケット

音楽祭

ワークショップ

わたしもおひなさま

入場料　無料

問川西町観光協会　☎５４－１５１５

春 音
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の
準
備
が
始
ま
る
２
月
ま
で
、
寒
中
ね
ぎ

の
出
荷
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
わ
た
し
が
寒
中
野
菜
を
作
っ
て

い
る
理
由
と
し
て
は
、
自
分
が
実
際
に
食

べ
て
、
甘
く
て
お
い
し
い
と
思
え
る
と
こ

ろ
も
大
き
い
で
す
。

　一
般
的
な
ね
ぎ
に
は
あ
る
独
特
の
”
ク

セ
”
が
少
な
く
、
そ
れ
で
い
て
味
は
し
っ

か
り
し
て
い
て
甘
い
。
だ
か
ら
子
供
で
も

食
べ
る
こ
と
が
で
き
て
、
寒
中
ね
き
が
わ

た
し
も
好
き
で
す
。

冬
の
収
入
だ
け
で
な
く

多
く
の
仲
間
に
出
会
え
ま
し
た

若
い
世
代
が
多
く
て
元
気

　わ
た
し
は
、
寒
中
野
菜
の
一
番
の
魅
力

は「
元
気
の
あ
る
若
手
生
産
者
」だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　特
に
最
近
、
20
代
か
ら
30
代
の
若
い
生

産
者
が
新
し
く
寒
中
野
菜
に
取
り
組
み
始

め
て
お
り
、
わ
た
し
自
身
も
今
か
ら
5
年

前
に
寒
中
野
菜
を
始
め
た
と
き
、
自
分
と

同
じ
世
代
の
仲
間
が
で
き
、
相
談
し
な
が

ら
や
っ
て
こ
れ
た
こ
と
を
本
当
に
う
れ
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。

　寒
中
野
菜
は
、
市
場
か
ら
の
需
要
が
ま

だ
ま
だ
多
い
の
で
、
さ
ら
に
生
産
者
を
増

や
し
て
、
各
市
場
に
安
定
し
た
供
給
を
し

て
い
き
た
い
で
す
。
特
に
、
寒
中
ね
ぎ
は

生
産
者
が
少
な
い
た
め
、
ね
ぎ
の
新
規
参

入
を
待
っ
て
い
ま
す
。

初
め
は
ね
ぎ
へ
の
「
興
味
」

　わ
た
し
が
寒
中
野
菜
を
作
り
始
め
た
の

は
、
今
か
ら
約
５
年
前
で
、
も
と
も
と
ね

ぎ
の
栽
培
に
興
味
が
あ
り
、
近
く
の
先
輩

農
家
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
寒
中
野
菜
の

こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　寒
中
野
菜
を
は
じ
め
る
前
は
、
冬
の
収

入
も
な
か
な
か
安
定
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
寒
中
野
菜
は
自
分
の
営
農
ス
タ
イ
ル

に
合
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
さ
く
ら
ん
ぼ

寒河江靖明さん（中郡）

こ
の
魅
力
を
全
国
に

　寒
中
野
菜
に
と
っ
て
一
番
の
特
徴
で
あ

る
「
甘
さ
」
は
、
置
賜
地
方
の
冬
の
寒
さ

と
、
降
り
積
も
る
雪
が
あ
る
か
ら
こ
そ
生

み
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　現
在
寒
中
野
菜
部
会
の
副
会
長
を
務
め

る
寒
河
江
与
一
さ
ん
は
「
置
賜
地
方
は
冬

寒
く
て
雪
が
降
る
の
で
、
な
か
な
か
農
業

で
稼
ぐ
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。
そ
の
ハ
ン

デ
を
活
か
し
て
、
冬
で
も
農
業
で
収
入
を

得
る
た
め
に
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
こ
の
寒

中
野
菜
。
冬
も
農
業
で
稼
げ
る
と
い
う
こ

と
を
示
せ
た
の
で
、
若
い
衆
た
ち
も
興
味

を
も
っ
て
く
れ
、
仲
間
が
増
え
て
き
た
。」

と
、
当
時
の
苦
労
話
を
交
え
な
が
ら
も
、

嬉
し
そ
う
に
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　置
賜
地
方
の
寒
さ
が
生
ん
だ
「
甘
い
」

野
菜
は
、
生
産
者
と
市
場
関
係
者
の
た
ゆ

ま
ぬ
努
力
に
よ
り
置
賜
地
方
だ
け
に
と
ど

ま
ら
ず
、
県
内
各
地
、
宮
城
県
や
関
東
地

方
の
市
場
ま
で
出
荷
さ
れ
、
最
盛
期
に
は

市
場
の
注
文
に
商
品
が
追
い
付
け
な
い
ほ

ど
大
人
気
の
商
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　そ
ん
な
寒
中
野
菜
の
ま
す
ま
す
の
発
展

に
向
け
て
、
ま
ず
は
個
人
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
に
よ
る
安
定
し
た
品
質
の
確
保
と
、
な

に
よ
り
寒
中
野
菜
を
作
る
仲
間
が
増
え
る

こ
と
を
願
っ
て
い
る
３
人
。

　置
賜
地
方
の
冬
の
寒
さ
が
生
ん
だ
「
甘

い
」
野
菜
が
、
全
国
各
地
に
さ
ら
に
広
ま

り
、
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
定
着
し
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

寒中ねぎを作る仲間を募集中です！
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…１月分届出…

　　　　４人

　　　　  　１７人

080—6008—8330
080—6008—5331 修理当番直通電話

　町水道工事業者では、水道の故障、漏水などの際、当番制で修理を
お受けします。上記番号で直接当番につながります。
　なお、調査費や修理費等については実費負担となります。

２月の町税等 川西町の人口

２・３月

内　容 日　時 場　所 予約・問合せ先
健 康 相 談
（こころ・ひきこもりの相談含む）

３月１４日㈪・2８日㈪
午前９時～午後４時 30分 町健康福祉課 町健康福祉課

☎ ４２－６６４０
特設人権相談 ３月２日㈬

午後１時３０分～４時
健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１５

弁護士
消費生活相談

３月９日㈬
午後２時～４時

町役場会議室
（電算室）

町住民生活課
☎ ４２－６６１６

行政相談 ３月１６日㈬
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１6

心配ごと相談 毎週水曜日
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

川西町社会福祉協議会
☎ ４６－３０４０

多重債務相談 毎週火曜日
午後６時～８時

山形さくらんぼの会
事務所（山形市）

山形さくらんぼの会
☎０２３－６３３－９３５３

無料法律相談 毎週月曜日
午前９時～午後５時

山形県高齢者総合
相談センター

山形県高齢者総合相談センター
☎０２３－６２２－６５１１

３月

16,099 人（－ 30）
男　　　7,877 人（－ 13）
女　　　8,222 人（－ 17）
世帯数　5,169 世帯 ( ＋ 2)

※１月末日現在の住民基本台帳人口

氏名 年齢 大字

和田　貞善 ６５ 洲　島
髙橋　祐助 ８４ 上小松
川崎　忠雄 ８５ 下小松
大野　すゞ ８９ 下奥田
髙橋　　進 ９２ 中小松
横沢　　萌 １７ 大　塚
川越　いち ６７ 上小松
安部　よし ８９ 下奥田
髙橋　　武 ８４ 時　田
髙橋　和子 ６１ 吉　田
髙橋　さつ子 ７２ 下奥田
保科うめよ ９２ 西大塚
鈴木　忠雄 ７８ 堀　金
内谷利兵衛 ８５ 大　塚
小森　繁子 ８８ 西大塚
保科興太郎 ７９ 西大塚
五十嵐正一 ８１ 小　松

◆登録用メールアドレス・ＱＲコード
【bosai-touroku
@town.kawanishi.yamagata.jp】

◆登録解除用メールアドレス・ＱＲコード
【bosai-taikai
@town.kawanishi .yamagata.jp】

災害情報を配信する「登録制メール」をご活用ください

　　　　１組
新郎　　　　　　　新婦 大字

川崎　　徹 ♥ 大利　香織 中小松

●国民健康保険税（８期）
●介護保険料（８期）
●後期高齢者医療保険料（８期）
●上下水道使用（１月概算分）
口座振替日　２月２９日㊊
納付期限　　２月２９日㊊※「よろこび かなしみ」の掲載につ

いては、掲載希望をいただいた方の
み掲載をいたしております。

氏名 性別 保護者 大字

金子　伊
いおり
織 男 勝彦・ 愛子 上小松

遠藤　　歩
あゆむ

男 孝徳・安寿香東大塚

長岡愛
あ り さ
梨沙 女 聡 ・ 照美 中小松

髙橋　莉
り く
空 男 利騎・ 佑梨 下奥田

期　間 当番店（社） 電話番号
２月１５日～２１日 ㈲米野建設 ☎４２－２３９２

サイトウ電気設備工業 (株 ) ☎４２－４１１１

２月２２日～２８日
㈱殖産工務所 ☎４２－３５００
齋藤設備 ☎４２－２４８０
鹿間工務店 ☎４２－３９８７

２月２９日～3月６日 ㈱藤島建設 ☎４２－３１６６
㈱藤倉設備 ☎４２－３３６６

３月７日～１３日 ㈱佐々木建設 ☎４２－４１７１
㈱黒澤技建 ☎４２－６３５１

３月１４日～２０日 ㈲米野建設 ☎４２－２３９２
サイトウ電気設備工業 (株 ) ☎４２－４１１１

問
町
総
務
課 

危
機
管
理
グ
ル
ー
プ 
☎
42
ー
６
６
１
２

災
害
に
関
す
る
情
報
を
配
信
す
る

　
　「登
録
制
メ
ー
ル
」
に
ご
登
録
く
だ
さ
い

まちからのお知らせ
town information

問町教育総務課 
　教育総務グループ
 ☎４２－６６５９

指定食材 ホウレンソウ（群馬県産）
※１月１４日献立食材

食材No． 給食－０１１３－川西－７－ホウレンソウ

検査日
及び単位

（ベクレル/ｋｇ）
１月１３日

ヨウ素 不検出（＜７．５）
セシウム 134 不検出（＜７．３）
セシウム 137 不検出（＜９．２）

❖県外産食材の学校給食検査結果学校給食放射性物質検査

◆登録用メールアドレス・ＱＲコード

【bosai-touroku@town.
kawanishi .yamagata.jp】

◆登録解除用メールアドレス・ＱＲコード

【bosai-taikai@town.
kawanishi .yamagata.jp】

　町
で
は
、
大
地
震
発
生
時
や
豪
雨
に
よ
る
浸
水
被
害
等
の
災
害
発
生
時

に
「
避
難
準
備
情
報
」「
避
難
勧
告
」「
避
難
指
示
」
等
の
災
害
に
関
す
る

情
報
を
配
信
す
る
「
登
録
制
メ
ー
ル
」
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。今
後
の
災
害
に
備
え
て「
登

録
制
メ
ー
ル
」
に
ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

登
録
制
メ
ー
ル
っ
て
？

　皆
さ
ん
が
持
っ
て
い
る
携
帯
端

末
（
携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
）
や
パ
ソ
コ
ン
の
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
を
町
に
登
録
し
て
い
た
だ
く

と
、
国
か
ら
の
地
震
や
国
民
保
護

に
関
す
る
情
報
、
町
か
ら
の
災
害

時
に
お
け
る
避
難
勧
告
や
避
難
指

示
な
ど
の
情
報
が
配
信
さ
れ
ま
す
。

町
外
に
い
て
も
受
信
で
き
ま
す
。

緊
急
速
報
メ
ー
ル
と
の

違
い
は
？

◆
緊
急
速
報
メ
ー
ル

　

(

エ
リ
ア
メ
ー
ル)

　電
話
回
線
を
使
用
し
て
い
る
た

め
、
配
信
時
に
通
話
中
の
場
合
は

受
信
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
配
信

時
に
原
則
的
に
町
内
に
い
な
け
れ

ば
受
信
で
き
ま
せ
ん
。

登
録
は
簡
単
！

　専
用
の
「
登
録
用
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
」
に
空
メ
ー
ル
を
送
信
し
て

い
た
だ
く
と
登
録
で
き
ま
す
。
空

メ
ー
ル
送
信
後
に
、
町
か
ら
自
動

返
信
メ
ー
ル
が
届
き「
登
録
完
了
」

と
な
り
ま
す
。

　ま
た
、
上
に
あ
る
「
登
録
用
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
」
を
読
み
込
む
こ
と
で

簡
単
に
メ
ー
ル
送
信
が
で
き
ま
す
。

▲登録は、ＱＲコードで簡単に！

◆
登
録
制
メ
ー
ル

　通
話
中
で
も
受
信
で
き
る
ほ
か
、

登
録
解
除
も
簡
単
！

　メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
変
更
な
ど

の
理
由
で
登
録
を「
解
除
し
た
い
」

場
合
は
、「
解
除
用
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
」
に
空
メ
ー
ル
を
送
信
し
て

い
た
だ
く
と
解
除
で
き
ま
す
。
空

メ
ー
ル
送
信
後
に
、
町
か
ら
自
動

返
信
メ
ー
ル
が
届
き「
解
除
完
了
」

と
な
り
ま
す
。

　ま
た
、
上
に
あ
る
「
解
除
用
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
」
を
読
み
込
む
こ
と
で

簡
単
に
メ
ー
ル
送
信
が
で
き
ま
す
。

▼登録解除もＱＲコードが簡単！
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フレンドリー
プラザ

開館時間
火曜日～土曜日 
 9：30 ～ 19：00 
日曜日・祝日 
 9：30 ～ 18：00 
■は休館日
※ 12 月～ 3 月平日の閉館時間が変わります。

町立図書館・遅筆堂文庫 こどもの本

おとなの本
『ひとさじのはちみつ』　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　前田京子著　マガジンハウス刊

●３月の休館日
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

『さいこうのスパイス』
　　　　　　　　　　　　　亀岡亜希子作・絵　ＰＨＰ研究所刊

　「はちみつ」を常備するのは、家にちょっ
とした薬局があるようなものといわれて
います。軟膏、絆創膏、目薬、風邪薬、胃薬、
歯磨き…知らなかった使い方、薬効が具
体的に紹介されており、食べ方や選び方
のコツも驚くことばかりです。手にとっ
てぜひページをめくってみてください。

　
　一流のシェフの料理を食べても「まず
い」と言うリスのぼっちゃんのために、
オオカミのシェフは最高の食材を採りに
出かけます。シェフが見つけたスパイス
の正体にあたたかい気持ちになれるお話
です。

●遅筆堂文庫読書会
　３月２０日（日）午後 2 時～
　（※今月は第３日曜日です）

●おはなし会
　３月１２日㈯１１：００～１１：３０
　きらきらさんの紙芝居と読み聞かせ

●オススメ本コーナー
　「ひな祭り…季節を祝い春を待つ本」

春待ち音楽祭

プラザ演劇祭２０１６
～演劇に酔いしれる 4 日間～

　春の足音を感じる２月２７
日㈯、２８日㈰。
　プラザで、手作り品を販売
する春待ち市と地元を中心と
した音楽愛好家の皆さんのコ
ンサート春待ち音楽祭を開催
します。
　見て食べて買い物をして、
一日中楽しめる二日間。

　置賜地区の高校生による合同発表会をはじめ、プラザ附属
演劇学校の生徒たちによる演劇を堪能する 4 日間。
　特に、フレンドリープラザ附属演劇学校シニア演劇コース
の 4 期生にとっては、今回が最後の公演になります。
　小学生からシニア世代までが、日頃の練習の成果を存分に
発揮し、見応えがあること間違いなし！入場無料となってお
りますので、みなさんぜひお越しください。

■ 置賜地区高校演劇春季合同発表会　3/20 ㈰・21（月・祝）
■ プラザ子ども演劇祭２０１６春　　3/26 ㈯ 14 時開演
■ シニア演劇コース 4 期生修了公演　3/27 ㈰ 14 時開演

　入場無料です。家族、友人の皆さんご一緒に遊びに
来てください。

　蔵書点検に伴なう休館は 2 月 22 日（月）まで。 
　2 月 23 日㈫から通常開館となります。

永幡嘉之写真展「大津波のあとの生き物たち
３/5（土）～ 21（月・祝） 

　東日本大震災から５年。
大津波のあと、海岸に生き
る生きものたちを写真や記
録に撮り続けた永幡さんの
写真展をフレンドリープラ
ザギャラリーで開催しま

す。人間と自然との関わりについて考えてみませんか。
トークイベント　３月１１日㈮ 午後７時～　
■ 参加費　１，０００円
　展示解説と災害と復興、生きものたちの今について
お話をお聞きします。

まちからのお知らせ
town information

１. 火災による死傷者はゼロ　～火災発生状況～　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：件又は人）
火災件数 焼損棟数 死者数 負傷者建物 林野 車両 その他 合計 全焼 半焼 部分焼 ぼや 合計

2 市 2 町
合計

平成 27 年 ２３ 11 5 19 58 10 3 12 13 38 4 9
平成 26 年 32 2 4 22 60 23 3 18 13 57 3 11

比較 △ 9 9 1 3 △ 2 △ 13 △ 6 △ 19 1 △ 2
うち

川西町

平成 27 年 3 1 4 8 1 1 3 5
平成 26 年 4 4 8 3 3 6 1 1

比較 △ 1 1 △ 2 △ 2 3 △ 1 △ 1 △ 1

平成２7年消防活動状況を報告します
　（平成２7 年１月１日～１２月３１日の数値）

　平成２７年消防活動状況を５つの項目に分け数値化し、２市２町（米沢市、南陽市、高畠町、川西町）と本町
のみの合計を平成２６年の数値と比較し、お知らせします。

２. 出動件数の種別は、急病が最多　～救急出動及び搬送人員状況～　　　　　　　（単位：件又は人）

急病 交通
事故

一般
負傷

労働
災害 加害 自損

行為
運動
競技 火災 水難 その他 合計

2 市 2 町
合計

平成 27 年 出動 3944 465 878 47 15 67 29 35 1 550 6031
搬送 3736 509 840 47 14 41 30 6 1 546 5770

平成 26 年 出動 3996 440 883 47 9 61 20 49 4 590 6099
搬送 3769 474 859 46 8 47 20 13 1 581 5818

比較 出動 △ 52 25 △ 5 6 6 9 △ 14 △ 3 △ 40 △６８
搬送 △ 33 35 △ 19 1 6 △ 6 10 △ 7 △ 35 △４８

うち
川西町

平成 27 年 出動 ３８９ 49 90 4 4 6 11 67 620
搬送 373 62 84 4 2 7 4 67 603

平成 26 年 出動 422 44 97 1 6 6 12 113 701
搬送 401 55 95 1 2 6 4 112 676

比較 出動 △ 33 5 △ 7 3 △ 2 △ 1 △ 46 △ 81
搬送 △ 28 7 △ 11 3 1 △ 45 △ 73

３. 救出出動は交通事故が最多　～救助出動状況～　　　　　　　　　（単位：件）

火災 交通
事故 水難 機械 建物等 ガス等 自然

災害 その他 合計

2 市 2 町
合計

平成 27 年 25 40 4 1 14 84
平成 26 年 29 49 2 1 24 19 124

比較 △ 4 △ 9 △ 2 4 △ 24 △ 5 △ 40
うち

川西町

平成 27 年 2 5 1 2 10
平成 26 年 4 4 3 2 13

比較 △ 2 1 1 △ 3 △ 3

４. 危険物漏えいが最多　～その他の災害別出動状況～　　　　（単位：件）
危険物
漏洩

風水害
（溢水含む） 雪害 誤報等 怪煙

偵察 異臭 その他 合計

2 市 2 町
合計

平成 27 年 111 66 4 8 45 2 108 344
平成 26 年 88 165 10 8 59 1 43 374

比較 23 △99 △ 6 △ 14 1 ６５ △３０
うち

川西町

平成 27 年 １６ 3 9 13 41
平成 26 年 13 8 3 11 6 41

比較 3 △ 5 △ 3 △ 2 7

５. 通信指令１１９番受信内容状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：件）

火災 救急 救助 他災害 問合せ いた
ずら 訓練 その他 テスト 合計

2 市 2 町
合計

平成 27 年 58 5127 39 129 507 20 729 1928 651 9188
平成 26 年 60 ５９２９ 82 407 238 12 634 1183 386 8931

比較 △ 2 △ 802 △ 43 △ 278 269 8 95 745 265 257

人的な災害の他に
異常気象による災
害も増えているね

7　町報かわにし 平成２８年２月１５日



17　町報かわにし 平成２８年２月１５日

▼
内
容
：
親
子
が
楽
し
め
る
歌
と

ぬ
い
ぐ
る
み
シ
ョ
ー
な
ど
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

▼
参
加
料
：
入
場
無
料

問
山
形
新
聞
米
沢
支
社

☎
０
２
３
８

－

23

－

３
２
２
２

住
ま
い
の
無
料
法
律
相
談

▼
期
日
：
3
月
17
日
㈭
午
後
1
時

　30
分
～

▼
会
場
：
置
賜
総
合
支
庁
５
階

　

　５
０
３
会
議
室

▼
相
談
者
：
先
着
４
名

問
県
営
住
宅
指
定
管
理
者
㈱
西
王

　不
動
産
置
賜
事
務
所

☎
24

－

２
３
３
２（
要
事
前
申
込
）

ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題

　

講
演
会

▼
対
象
者
：
置
賜
地
域
在
住
の
一

　般
住
民
の
方

▼
日
時
：
３
月
９
日
㈬
午
後
１
時

　30
分
～
３
時
30
分

▼
内
容
：

◎ 

講
演
「
ア
ル
コ
ー
ル
と
こ
こ
ろ

　の
病
気
」

・
講
師

　社
会
医
療
法
人
公
徳
会

　佐
藤
病
院 

院
長

　
　
　
　
　沼
田

　由
紀
夫

　氏

◎ 

活
動
報
告
「
ア
ル
コ
ー
ル
自
助

　グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
」

・
報
告
者

　日
本
断
酒
連
盟

　
　

　
　
　
　
　
　長
井
断
酒
新
生
会

▼
場
所
：
置
賜
総
合
支
庁

　講
堂 

▼
参
加
費
：
無

　料

▼
申
込
締
切
：
３
月
１
日
㈫
ま
で

　お
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
置
賜
保
健
所

　地
域
保

　健
予
防
課
精
神
保
健
福
祉
担
当

☎
22

－

３
０
１
５

オ
ー
ル
や
ま
が
た

２
０
１
７
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

学
生
企
業
説
明
会

▼
開
催
日
時
：
３
月
３
日
㈭
午
後

１
時
～
午
後
４
時
30
分

▼
会
場
：
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ

（
山
形
市
平
久
保
１
０
０
）

▼
参
加
企
業
：
山
形
県
に
本
社
又

は
就
業
場
所
を
有
す
る
企
業

（
１
２
０
社
程
度
）

▼
対
象
者
：
平
成
29
年
３
月
卒
業

予
定
の
学
生

問
山
形
労
働
局
職
業
安
定
部
職
業
安
定
課

☎
０
２
３

－

６
２
６

－

６
１
０
９

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
沢

　
　
　
　

☎
０
２
３
８

－

22

－

８
１
５
５

問
県
商
工
労
働
観
光
部
雇
用
対
策
課

☎
０
２
３

－

６
３
０

－

２
３
７
７

２
０
１
６
や
ま
が
た

　
　

産
業
・
企
業
・
就
職

　
　

ガ
イ
ダ
ン
ス

▼
開
催
日
時
：
３
月
20
日
㈰
午
前

10
時
30
分
～
午
後
４
時

▼
会
場
：
東
京
都
立
産
業
貿
易
セ

相

　
談

ン
タ
ー
台
東
館

　４
階
展
示
室

　（東
京
都
台
東
区
花
川
戸
２

－
　

６

－

５
）

▼
参
加
企
業
：
42
社
予
定

▼
対
象
者
：
平
成
29
年
３
月
卒
業

予
定
の
学
生
、
既
卒
者
、
Ｕ
Ｉ

タ
ー
ン
希
望
者

問
山
形
県
Ｕ
タ
ー
ン
情
報
セ
ン
タ

ー

　
　
　

☎
03

－
５
２
１
２

－

８
９
９
６

問
山
形
県
雇
用
対
策
課

☎
０
２
３

－

６
３
０

－

２
７
１
１

職
場
の
労
働
関
係
で
お
困

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　山
形
県
労
働
委
員
会
で
は
、
労

働
者
と
事
業
主
と
の
間
の
労
働
関

係
の
ト
ラ
ブ
ル
を
円
満
に
解
決
す

る
た
め
に
話
し
合
い
の
場
を
設
け

る
、「
あ
っ
せ
ん
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
無
料
・
秘
密
厳
守
で
行
い

ま
す
の
で
、
解
雇
、
賃
金
な
ど
の

問
題
で
お
困
り
の
方
は
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
山
形
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
２
３

－

６
３
０

－

２
７
９
３

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

統
一
ダ
イ
ヤ
ル

　下
記
に
よ
り
電
話
相
談
を
受
け

付
け
ま
す
。
一
人
で
悩
み
を
抱
え

な
い
で
、
ま
ず
は
お
電
話
を
く
だ

さ
い
。

○
お
こ
な
お
う
　ま
も
ろ
う
よ
　

　こ
こ
ろ

☎
０
５
７
０
ー
０
６
４
ー
５
５
６

※
P
H
S
電
話
、
I
P
電
話
、

　プ
リ
ペ
イ
ド
式
携
帯
電
話
、
列

　車
公
衆
電
話
か
ら
は
接
続
で
き

　ま
せ
ん
。

※
「
心
の
健
康
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」

　０
２
３

－

６
３
１

－

７
０
６
０

　で
も
相
談
を
受
け
付
け
し
て
い

　ま
す
。

▼
受
付
期
間
：
３
月
１
日
㈫
～
７

　日
㈪
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
期
間
中
は
土
日
も
相
談
を
受
け

　付
け
ま
す
。

▼
そ
の
他
：
右
記
の
期
間
以
外
は
、

　月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
午

　前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
及
び
午

　後
１
時
か
ら
５
時
ま
で
相
談
を

　受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。（
祝

　祭
日
年
末
年
始
を
除
く
）

問
山
形
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ

　ー

　

☎
０
２
３

－

６
２
４

－

１
２
１
７

振
込
詐
欺
な
ど
、
不
審

な
電
話
に
ご
注
意
を
！

　最
近
、
置
賜
方
面
で
振
込
め
詐

欺
な
ど
の
不
審
電
話
が
相
次
い
で

お
り
、
町
役
場
に
も
相
談
の
電
話

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
不

審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
ら
絶

対
に
ひ
と
り
で
判
断
し
な
い
で
、

す
ぐ
家
族
や
警
察
（
＃
９
１
１
０
）

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

広 

告

まちからのお知らせ
town information

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

　口
座
振
替
が
便
利
で
お
得
！

　口
座
振
替
納
付
は
、
金
融
機
関

に
納
め
に
行
く
手
間
と
時
間
が
省

け
、
自
動
引
き
落
と
し
の
た
め
納

め
忘
れ
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　前
払
い
（
前
納
）
制
度
を
ご
利

用
い
た
だ
く
と
さ
ら
に
お
得
に
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
町
報
11
月

号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【参考】平成２７年度国民年金保険料での前納保険料額

納付方
法

定額保険料
(15,590 ×納付月）

・現金払
・クレジット
　カード

口座振替

1 か月分
翌月支払

15,590 円 15,590 円
15,590 円

1か月分
当月支払

15,540 円
（△ 50円）

６か月分 93,540 円 92,780 円
（△ 760円）

92,480 円
（△ 1,060 円）

１年分 187,080 円 183,760 円
（△3,320円）

183,160 円
（△ 3,920 円）

２年分 ※ 382,200 円 ー 366,840 円
（△15,360円）

（ ）内は割引額
※平成 27 年度：15,590 円× 12 か月＝ 187,080 円
　平成 28 年度：16,260 円× 12 か月＝ 195,120 円で算出。
※平成 28 年度保険料額は、２月下旬ごろ告示される予定。

お
申
し
込
み
は
簡
単
！

　年
金
事
務
所
な
ど
に
あ
る
「
国

民
年
金
保
険
料
口
座
振
替
申
出

書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印

問国民年金保険料専門ダイヤル 
☎０５７０－０１１－０５０
問米沢年金事務所　☎２２－４２２０
問町住民生活課戸籍住民グループ
☎４２－６６１５

●
税
金
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

　今
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税
第
８
期
、
介
護
保
険
料
第

８
期
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
８
期
の
納
付
月
で
す
。

納
付
期
限
は
２
月
29
日
（
口
座
振
替
日
も
２
月
29
日
）
で

す
の
で
、
早
め
の
納
付
や
口
座
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

　口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
は
、
口
座
残
高
不
足

等
に
よ
り
口
座
振
替
と
な
ら
な
か
っ
た
場
合
、
再
度
の
振

替
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
口
座
振
替
が
便
利
で
安
全
で
す

　納
付
月
の
口
座
振
替
日
に
指
定
の
口
座
か
ら
自
動
振
替

で
納
付
が
で
き
ま
す
。
新
た
に
利
用
さ
れ
る
方
は
、
金
融

機
関
窓
口
に
あ
る
口
座
振
替
依
頼
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
振
替
先
と
な
る
金
融
機
関
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
し
込
み
さ
れ
た
翌
月
又
は
翌
々
月
か
ら
振
替
を
開

始
し
ま
す
。

　利
用
で
き
る
金
融
機
関
は
次
の
本
店
及
び
各
支
店
で
す
。

山
形
銀
行
・
山
形
お
き
た
ま
農
業
協
同
組
合

山
形
中
央
信
用
組
合
・
米
沢
信
用
金
庫
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

●
督
促
状
が
送
付
さ
れ
ま
す

　納
付
期
限
ま
で
に
完
納
さ
れ
な
い
納
税
義
務
者
に
対
し
、

納
付
期
限
後
20
日
以
内
に
督
促
状
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

納
付
期
限
ま
で
に
納
め
忘
れ
が
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ

い
。　な

お
、
町
が
納
付
を
確
認
す
る
に
は
、
金
融
機
関
な
ど

で
納
付
い
た
だ
い
て
か
ら
若
干
の
日
数
が
か
か
り
ま
す
。

納
付
書
の
納
付
期
限
を
過
ぎ
て
納
付
さ
れ
る
と
、
行
き
違

い
で
督
促
状
が
発
送
さ
れ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に
も
、
納
付
期
限
内
の
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
町
税
務
収
納
課
収
納
グ
ル
ー
プ 

☎
42
ー
６
６
３
４

被保険者証再交付には本人確認が必要　～国民健康保険～
　国民健康保険被保険者証を紛失したときや、破損によって使用できなくなったときは、申請していただくと再
交付を受けることができます。なお、再交付には本人確認が必要になりましたので、下記のとおり本人確認ので
きる持ち物を必ず持参してください。
■ 必要な持ち物
○窓口で手続きする方の本人確認書類（①を 1 点か、②を 2 点）
　①運転免許証、パスポートなど顔写真つきの証明書
　②年金手帳、年金証書、預金通帳など顔写真がない証明書
○印鑑（認め印）
○保険証（破損した場合）
※窓口で手続きする方と再交付を受ける方が同一世帯でない場合は委任状が必要になります。
問町健康福祉課健康推進グループ　☎４２－２１１４

し
、
納
付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
、

通
帳
、
金
融
機
関
届
け
出
印
を
持

ち
、
金
融
機
関
か
年
金
事
務
所
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
口
座
振
替
と
早
割
は
い
つ
で
も

　お
申
込
み
で
き
ま
す
が
、
前
納

　を
希
望
す
る
場
合
は
、
２
月
末

　ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
引
落
日
に
残
高
が
不
足
す
る
と
、

　割
引
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
４

　月
下
旬
に
届
く
「
国
民
年
金
保

　険
料
口
座
振
替
額
通
知
書
」
で
、

　実
際
に
引
き
落
と
さ
れ
る
金
額

　を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
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奨
学
生
・
寄
宿
舎
寮
生

募
集
中

　米
沢
有
為
会
で
は
、
平
成
28
年

度
の
奨
学
生
及
び
寄
宿
舎
寮
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
置

賜
地
方
在
住
者
や
出
身
者
の
子
弟

が
対
象
で
す
。

１

　奨
学
生

▼
定
員
：
5
名
程
度

▼
貸
金
：
月
額
4
万
円

▼
期
間
：
大
学
在
学
期
間
と
、
大

　学
院
の
在
学
期
間

▼
選
考
方
法
：
必
要
書
類
提
出
後
、

　面
接
を
実
施

▼
募
集
期
間
：
3
月
22
日
㈫
必
着

▼
提
出
先
：
米
沢
市
金
池
５

－

２

　 －

25

　米
沢
市
役
所
秘
書
広
報

　課
内
米
沢
有
為
会
米
沢
支
部

　：
東
京
都
調
布
市
入
間
町
1

－

　36

　東
京
興
譲
館

　公
益
財
団

　法
人
米
沢
有
為
会
宛

２

　寄
宿
舎
寮
生

（
１
）
東
京
興
譲
館

▼
定
員
：
7
名
程
度

▼
対
象
：
都
内
や
近
郊
の
大
学
、

　短
大
、
大
学
院
生
及
び
入
学
予

　定
者
の
男
子

▼
選
考
方
法
：
必
要
書
類
提
出
後
、

　面
接
を
実
施

▼
募
集
期
限
：

　2
回
目
：
3
月
11
日
㈮

　3
回
目
：
3
月
23
日
㈭

▼
提
出
先
：
東
京
都
調
布
市
入
間

　町
1

－

36

　東
京
興
譲
館
長
宛

（
２
）
仙
台
興
譲
館

▼
定
員
：
５
名
程
度

▼
対
象
：
仙
台
市
内
、
近
郊
の
大

　学
、
短
大
、
大
学
院
生
及
び
入

　学
予
定
者
の
男
子

▼
選
考
方
法
：
必
要
書
類
提
出
後
、

　面
接
を
実
施

▼
募
集
期
限
：
3
月
11
日
㈮

▼
提
出
先
：
宮
城
県
仙
台
市
青
葉

　区
角
五
郎
２

－

６

－

21

　仙
台

　興
譲
館
長
宛

問
東
京
興
譲
館

☎
03

－

３
３
０
９

－

３
３
０
２

事
故
な
ど
の
被
害
者

　
　

支
援
活
動
員
募
集

▼
人
員
：
電
話
相
談
・
直
接
支
援

　員
な
ど
（
25
歳
以
上
の
心
身
と

　も
に
健
康
な
方
）
10
名

▼
業
務
内
容

（
１
）
月
2
回
程
度
の
電
話
相
談

（
２
）
直
接
支
援
（
裁
判
・
病
院
な

　ど
へ
の
付
き
添
い
）

▼
募
集
期
間
：
3
月
1
日
㈫
～
4

　月
15
日
㈮

▼
応
募
方
法
：
直
接
事
務
局
へ
お

　電
話
く
だ
さ
い

問
や
ま
が
た
被
害
者
支
援
セ
ン
タ

　ー（
県
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
０
２
３

－

６
４
２

－

３
５
７
１

病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　公
立
置
賜
総
合
病
院
で
は
、
よ

り
行
き
届
い
た
サ
ー
ビ
ス
を
患
者

様
へ
提
供
す
る
た
め
、
お
手
伝
い

い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

▼
内
容
：
院
内
の
誘
導
、
案
内

・
再
来
受
付
機
、
自
動
精
算
機
の

　操
作
援
助

・
車
椅
子
患
者
様
へ
の
援
助

・
外
来
待
合
室
の
図
書
・
パ
ン
フ

　レ
ッ
ト
等
の
整
理

・
車
椅
子
の
清
掃
・
点
検
な
ど

　そ
の
他
、
や
り
た
い
事
や
で
き

る
事
が
あ
れ
ば
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
活
動
時
間
：
月
曜
日
～
金
曜
日

　の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　ま
で
の
都
合
の
よ
い
時
間
で
約

　３
時
間
程
度
（
週
１
回
程
度
）

　

※
活
動
時
間
は
要
相
談

▼
そ
の
他
：
年
齢
、
性
別
は
問
い

　ま
せ
ん
。

・
交
通
費
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

・
活
動
前
に
研
修
が
あ
り
ま
す
。

問
公
立
置
賜
総
合
病
院

　総
務
企

　画
課

　

☎
46

－

５
０
０
０

募

　
集

広 

告

川
西
産
そ
ば
粉
を

　
　
　

使
っ
た
そ
ば
打
ち
体
験

　川
西
産
の
ひ
き
た
て
の
粉
で
、

そ
ば
粉
１
０
０
％
の
そ
ば
を
打
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？
そ
ば
打
ち
の
ほ

か
、
か
い
も
ち
作
り
も
行
い
ま
す

の
で
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

▼
日
時
：
２
月
21
日
㈰
午
前
９
時

　30
分
～
受
付

▼
会
場
：
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

　ー
調
理
室

▼
内
容
：
そ
ば
打
ち
、
か
い
も
ち

　作
り
、
試
食
な
ど

▼
体
験
料
：
大
人
１
０
０
０
円

　子
供
３
０
０
円

　※
小
学
生
未
満
は
無
料

申
込
期
限
：
２
月
20
日
㈯

申
込
・
問
合
せ
先
：

　と
き
め
き
セ
ミ
ナ
ー
事
務
局

　（原
田
）
42

－

６
４
４
５
又
は

　（舩
山
）
44

－

２
９
０
３

山
形
新
聞
主
催
「
新
入
学

お
め
で
と
う 

置
賜
大
会
」

▼
日
時
：
２
月
27
日
㈯
午
後
１
時

30
分
～

▼
会
場
：
伝
国
の
杜 

置
賜
文
化

ホ
ー
ル

▼
対
象
：
置
賜
地
域
の
新
入
学
児

童
と
保
護
者

催

　
し

まちからのお知らせ
town information

川西町長選挙立候補予定者説明会
　４月２４日執行予定の川西町長選挙における立候補
予定者等への説明会を下記のとおり行います。立候補
を予定されている方は出席ください。
■ 日　時　３月２４日㈭　午後１時３０分～
■ 場　所　中央公民館　視聴覚室
■ その他　投票などの詳しい内容は、今後の
　　　　 　町報などでお知らせいたします。

郵便などによる不在者投票には手続きが必要です
　身体に重度の障害があり投票所に行けない方は、自宅などで投票用紙に自分で記入し、郵便で投
票することができます。この投票を行うには、あらかじめ「郵便投票証明書」の交付を受けておく
必要があります。手続きには時間がかかりますので、対象者の方はお早めに申請をお願いします。
■ 対象者
 

※「郵便投票証明書」を交付された方で、自分で投票用紙に記載できない方は、あらかじめ届け出た方に「代理
　投票」をお願いすることができます。手続きが必要となりますので、詳しくは下記までお問い合わせください。
■ 手続き
　「郵便投票証明書」を受けるためには、申請が必要となります。詳しい手続き等については、下記までお問い
合わせください。

新しい選挙管理委員が決まりました
　今年１月１日から平成３１年１２月３１日までの間、
選挙管理委員会委員及び補充員になられた方々です。

役　職 氏　名 備　考
委員長 島貫　武彦 前委員長
委員（委員長職務代理者）小林美代子 前委員
委員 山口　丈志　松田　良弘 新任

補充員
長谷川讓治　佐々木弘幸
鈴木　秀次 新任

鈴木ゆり子 再任 問町選挙管理委員会事務局 ☎４２－６６８９

身体障害者手帳をお持ちの方 ○両下肢、体幹、移動機能障害の程度が１級又は２級の方
○心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸の障害の程度が１級又は３級の方
○免疫、肝臓の障害の程度が１級から３級の方

戦傷病者手帳をお持ちの方 ○両下肢、体幹の障害の程度が特別項症から第２項症の方
○心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸、肝臓の障害の程度が特別項症か
　ら第３項症の方

介護保険の方 ○被保険者証の要介護状態区分が「要介護５」の方

き
ら
ら
ク
ラ
ブ
川
西
（
川
西
町
老
人
ク
ラ
ブ
）

　

　
　
　
　
　
　で
仲
間
と
交
流
し
ま
せ
ん
か

　き
ら
ら
ク
ラ
ブ（
老
人
ク
ラ
ブ
）

と
は
地
域
を
基
盤
と
す
る
高
齢
者

の
自
主
的
組
織
で
す
。

　仲
間
づ
く
り
を
通
し
て
、
生
き

が
い
と
健
康
づ
く
り
、
生
活
を
豊

か
に
す
る
楽
し
い
活
動
を
行
な
う

と
と
も
に
、
そ
の
知
識
や
経
験
を

活
か
し
て
世
代
交
流
を
は
か
り
、

地
域
を
豊
か
に
す
る
社
会
活
動
に

取
り
組
み
明
る
い
長
寿
社
会
づ
く

り
、
健
康
福
祉
の
向
上
に
努
め
る

事
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

※
き
ら
ら
ク
ラ
ブ
と
は
、
山
形
県

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
愛
称
で
す
。

（
男
４
６
４
／
女
５
０
３
）･

ク

ラ
ブ
数
は
31
で
す
。
ぜ
ひ
、
あ
な

た
も
一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん

か
。―

　主
な
活
動
　―

【
生
活
を
豊
か
に
す
る

　
　
　
　
　
　
　
楽
し
い
活
動
】

○
健
康
づ
く
り
、
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー

　ツ
な
ど

○
趣
味
、文
化
、レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

　ン
な
ど

○
学
習
活
動･

リ
ー
ダ
ー
研
修

【
地
域
を
豊
か
に
す
る
社
会
活
動
】

○
友
愛･

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

○
伝
承
活
動･

世
代
交
流

○
環
境
美
化

○
提
言･

提
案

問
川
西
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事

　務
局
（
上
小
松
２
９
１
８
ー
２

　町
社
会
福
祉
協
議
会
内
）
　
　

☎
46

－

３
０
４
０

―
　会
員

　―

　お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
方
を
対

象
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
常
に

活
動
に
参
加
で
き
な
い
方
も
会
員

と
し
て
支
え
合
い
、
喜
び
を
共
に

で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

　現
在
の
会
員
数
は
、
９
６
７
名

▲前会長の鈴木廣さん（犬川）

　長年の功績で県知事賞を受賞

▲仲間と一緒に健康づくり

問町選挙管理委員会事務局 ☎４２－６６８９
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町
長

　原

　
田

　
俊

　
二

人
生
を
よ
り
豊
か
に
、
楽
し
く

　先
月
末
、
置
賜
５
町
の
議
会
議
長
と
町
長

の
懇
談
会
が
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
地

方
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
５
町
と
も
人
口
減
少
を

い
か
に
食
い
止
め
る
か
を
課
題
に
戦
略
が
立

て
ら
れ
て
い
ま
す
。
小
国
町
は
「
山
の
暮
ら

し
伝
承
創
造
」
白
鷹
町
は
「
地
域
情
報
発
信

力
の
充
実
強
化
」
高
畠
町
は
「
人
の
結
が
る

（
つ
な
が
る
）
を
創
造
す
る
」
飯
豊
町
は
「
５

つ
の
種
を
ま
こ
う
」
川
西
町
は
「
置
病
周
辺

の
土
地
利
用
」
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
特
色
を
持
っ

た
計
画
で
す
。
産
業
振
興
・
雇
用
創
出
、
交

流
人
口
拡
大
、
若
者
定
着
、
子
育
て
や
女
性

の
活
躍
、
生
涯
現
役
は
共
通
す
る
取
り
組
み

と
し
て
示
さ
れ
ま
し
た
。
戦
略
は
成
果
指
標

を
示
し
、
毎
年
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
（
計
画
・
実
行
・

検
証
・
改
善
）
サ
イ
ク
ル
を
通
じ
目
標
達
成

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
町
が

魅
力
を
発
信
し
人
口
増
を
目
指
し
ま
す
が
、

人
口
の
奪
い
合
い
で
は
な
く
、
置
賜
全
体
に

人
を
呼
び
込
む
連
携
事
業
の
大
切
さ
も
話
題

と
な
り
ま
し
た
。 

　「少
子
化
に
歯
止
め
を
掛
け
る
に
は
広
域

的
な
婚
活
事
業
が
必
要
で
は
な
い
か
」
と
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
各
町
の
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
で
は
女
性
が
生
涯
に
産
む
子
供
の
数

を
増
や
す
こ
と
が
目
標
に
な
っ
て
い
ま
す
。

川
西
町
は
第
三
子
、
四
子
の
世
帯
が
多
い
の

が
特
徴
と
な
っ
て
お
り
、
結
婚
に
結
び
つ
く

支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　「白
鷹
町
で
独
身
男
女
に
結
婚
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
結
婚
に
つ
い

て
男
性
の
第
一
位
は
め
ん
ど
く
さ
い
だ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
変
え
る
の
は
容
易
で
な

い
」
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
結
婚
に
対

す
る
意
識
が
変
化
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
？ 　以

前
あ
る
女
性
職
員
が
「
私
は
子
供
が
嫌

い
で
い
ら
な
い
と
思
っ
て
い
た
。
で
も
結
婚

し
て
、
子
供
が
で
き
た
ら
、
こ
ん
な
に
か
わ

い
い
も
の
は
な
い
と
思
う
」
と
心
境
の
変
化

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
彼
女
は
結
婚
も
早

い
方
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
昨
年
に
は

第
二
子
も
誕
生
し
充
実
し
た
生
活
を
送
っ
て

い
ま
す
。 

　そ
れ
ぞ
れ
育
っ
た
環
境
も
考
え
方
も
違
う

者
が
一
緒
に
な
る
に
は
、
相
当
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
必
要
で
す
。
人
生
は
結
婚
が
す
べ
て

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
結
婚
に
よ
っ
て
人
生

の
視
野
が
広
が
り
ま
す
。
そ
し
て
子
供
に
恵

ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
人
生
観
が
変
わ
り
ま
す
。

　川
西
町
も
今
後
積
極
的
に
「
縁
結
び
」
の

事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。
今
月
号
で
は
「
春

の
縁
結
び
」
の
お
知
ら
せ
も
し
て
い
ま
す
。

　自
分
自
身
を
磨
く
場
と
し
て
積
極
的
に
参

加
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
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■指定管理者監査結果報告
　平成２７年１１月２７日㈮、地方自治法第１９９条
第７項で規定する指定管者の監査が実施され、「監査
対象事項において、適正に処理されていた。」という
結果でした。
■ 監査対象団体、管理施設等：下表のとおり
■ 監 査 委 員：島貫憲明、髙梨勇吉
■ 監査の対象

（１）平成２６年度に執行された、公の施設の管理及
　び会計処理等に関する事務及び関連する事務事業の
　執行状況

（２）指定管理者の選定方法及び協定書の締結内容
■ 監査の方法

（１）所管課：指定管理者の選定、協定書の締結及び
　指定管理料の積算や、利用料金などの収納や減免が
　適正になされているかなど。

（２）指定管理者：協定書及び仕様書の条件に基づい
　た業務か、会計処理や利用料金などの収納及び減免
　は、適正に行われているかなど。
　上記を主に、事前に提出を求めた関係書類を確認す
るとともに、各種申請書類、会計書類等の確認を行い、
関係者からの説明を聴取し、監査を執行した。

■定例監査結果報告
　平成２７年１０月２９日㈭、地方自治法第１９９条
第４項及び川西町監査の執行に関する条例第２条の規
定に基づく定例監査が実施され、「監査対象事項にお
いて、適正に処理されていた。」という結果でした。
■ 監査対象課：税務収納課、地域整備課
■ 監 査 委 員： 島貫憲明、髙梨勇吉
■ 監査の対象
　対象課の、主に平成２７年度財務に関する事務の執
行及び経営に係る事業の管理に関する次の事項

（１) 歳入の調定及び収納に関すること
（２) 歳出の予算経理に関すること
（３) 町補助金等の交付決定に関すること
（４) 支出負担行為における入札・契約に関すること
（５) その他、必要と認める事項
■ 監査の方法
　財務に関する事務の執行及び経営に係る事業の管理
に関する事項について、適法性、効率性に留意し関係
書類、資料の提出を受け、書類監査及び関係職員から
の聴き取りを行った。

適正な処理と認められました　～監査結果報告～

監査対象団体
（所管課） 期　　　日 管理施設 指定管理料

（平成２６年度）

東沢協働のまちづくり推進会議
（まちづくり課）
（農地課） １１月２７日㈮

東沢地区交流センター兼
東沢生活改善センター
東沢農村公園

10,158,750 円

東沢活性化センター
東沢舟山公園 1,726,920 円

玉庭地区交流センター四方山館
（まちづくり課）

玉庭地区交流センター兼
川西町克雪管理センター
玉庭農村公園

11,074,350 円

▼指定管理者監査対象団体など

　町では、尾長島工業団地の排水について毎年水質検
査を行っています。
　今年度の検査でも全ての項目で、河川への排水基準
を満たす結果となりました。
■ 検査場所　尾長島工業団地専用排水路 最終放流口
■ 検 査 日　平成２７年１０月３０日㈮
■ 検査結果　右表のとおり
※国の排水基準に、さらに厳しい山形県の排水基準を
　上乗せしています
問町産業振興課 商工観光グループ ☎４２－６６４５

全ての項目で排水基準を満たしています
～平成２７年度尾長島工業団地排水水質調査結果～

分析項目 調査結果 排水基準※１
水素イオン濃度　( ＰＨ ) 6.8 5.8 ～ 8.6
鉛　　　　　( ｍｇ / Ｌ ) 0.005 未満 0.1
シアン　　　( ｍｇ / Ｌ ) 0.1 未満 1
銅　　　　　( ｍｇ / Ｌ ) 0.04 未満 1
亜鉛　　　　( ｍｇ / Ｌ ) 0.06 5
カドミウム　( ｍｇ / Ｌ ) 0.001 未満 0.1
六価クロム　( ｍｇ / Ｌ ) 0.04 未満 0.5
生物化学的酸素要求量
( ｍｇ / Ｌ ) 5.2 25

浮遊物質量　 （ｍｇ / Ｌ） １ 60

問町監査委員会事務局 ☎４２－６６７４
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～健康かわにし２１計画（第２次）推進中～

　こころの健康づくり  ～ストレスと上手に付き合う～

いきいき
元気！

～Ｎｏ 10 ～

ストレスを感じるのは若い男女に多い？

　ストレスは、いくつも重なったり長引いたりすると、こころや体に様々な悪影響を及ぼします。
　元気にいきいきした生活を送るには、体の健康はもちろん、こころの健康を保つことも大切です。

こころの健康を保つには十分な休養を取り、ストレスと上手につき合うことが大切です。
○生活リズムを見直して、規則正しい生活をしましょう
○安眠できる環境を整えて、睡眠時間を確保しましょう
○ゆっくり入浴してリラックスしましょう
○趣味やスポーツなど、楽しんで打ち込める時間をつくりましょう
○ストレス解消をお酒やタバコに頼らない。過度の飲酒はかえってストレスの原因になります

生活習慣を見直し、ストレス耐性を高めましょう！

　健康かわにし２１計画（第２次）策定時に行われた調査によると、ストレスを感じることが大いにある人の割
合を年代別に見ると、男性で 20 歳代、女性では 30 歳代で高くなっています。

問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－６６４０

■マ産後の運動不足解消！ダイエットに！　
マ＆ベビー体操教室参加者募集！ 

　お母さんと赤ちゃんが一緒に楽しくエクササイズで
きます。ベビーマッサージ（オイル不使用）も♪
✿ 期　日　３月１日㈫ 午前９時４０分～５０分受付
✿ 対　象　生後 2 カ月～ 10 カ月の赤ちゃん（首が
　　　　　 座ってなくても可）とママ（祖母も可）
✿ 場　所　生きがい交流館 
✿ 持ち物　母子健康手帳、バスタオル、オムツ、水
　　　　　 分など（動きやすい服装で）。
※２月２３日㈫までお申し込みください。
問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－６６４０

　ストレスなどで「夜眠れない・気分が落ち込む」など、悩んでいることはありませんか？ここ
ろの健康電話相談では、臨床心理士がお話を伺います。お気軽にお電話ください。
■ 日　時　３月６日㈰　午前９時～午後５時
■ 相談電話番号　０２３－６２４－３００６
問山形大学心理教育相談室 ☎０２３－６２４－２８４７（平日午前１０時～午後４時）

1 人で悩まず、気軽に相談を！

■ハ余裕をもってご相談ください　　　　　
ンセン病の補償金申請

　過去にハンセン病にかかったことがある方には、国
から補償金（和解一時金）が支払われています。
　申請手続期限が迫っており、訴訟の手続きも必要で
すので、余裕をもってご相談ください。
■ 手続期限　平成２８年３月３１日㈭
問公益財団法人沖縄県ゆうな協会
 ☎０９８－８３２－９５２８
問法律事務所　☎０９８－９３８－４３８１
問厚生労働省難病対策課
 ☎０３－５２５３－１１１１（内線２３６９）
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■川川西１６, ０００人会議！　　　　　　　
西町を元気にする活動報告会開催

　まちづくり活動や研修を行ってきた町内各団体・個
人が、今年度の活動報告を行います。まちづくり活動
に関心のある方はもちろん、どなたでも参加できます
ので、ぜひご参加ください。
■ 日 時　３月６日㈰　午後２時～５時
■ 会 場　フレンドリープラザホール
■ 活動報告
　①若者未来塾交付金事業の活動報告
　②青年海外研修事業の研修報告
　③やまがた里の暮らし推進機構交流交付金事業報告
■ 講 話
　 講師：山形大学人文学部法経政策学科　
　　　　　　　　　　　　　　教授　下平　裕之氏

■宝地域の伝統芸能を受継ぐ　　　　　　　
くじ助成金でコミュニティ活動を支援

　下小松獅子舞保存会が、平成２７年度コミュニティ
助成事業の採択を受けて、獅子頭などを整備しました。
　この助成金は、（財）自治総合センターの社会貢献
広報事業として、市町村やコミュニティ組織（自治会、
町内会等）が行う活動を支援し、地域社会の健全な発
展と社会福祉の向上を目
的としたものであり、今
年度は一般コミュニティ
助成事業１件、地域防災
組織育成助成事業が１件
採用されました。

■玉おしゃべり、軽い運動に！　　　　　　
庭茶屋で遊ぼう！

　平成２６年 8 月にオープンした玉庭茶屋に、みな
さんぜひお越しください。冬期間のちょっとした運動
に、友人とのおしゃべりに、地区内外問わずにどんど
んご活用ください。どなたでも大歓迎！
■ 期　日　毎週土曜日午前１１時～午後２時
■ 会　場　玉庭茶屋
■ 内　容　軽運動・軽食など
■ 利用料　一部有料
問伊藤 ☎０８０－２８３１－７８１６
問大木 ☎４８－２６０８

問町まちづくり課 地域づくり推進室 ☎４２－６６１３

■元ずっと元気でいるために　　　　　　　
気でいよう！健康教室 in 平山のご案内

■ 日　時　毎月第３火曜日　午後１時３０分～３時
■ 内　容　体操・茶話会・講話など
■ 場　所　（株）平山家具１階
■ 参加料　無料
問平山家具 ☎０１２０－３０－２２３５

✿素春の縁結びに参加ください　　　　　　
敵な出会いがあなたを待っている！

　若者のスキルアップと、参加者同士の交流や縁結び
を目的とした「春の縁結び」プロジェクトを実施しま
す。お誘いあわせのうえ、お気軽にご参加ください。
■ 日　時　３月１２日㈯
・午後１時～　男子力アップ塾（ファッション・会話術）
・午後２時～　女子力アップ塾（メイクアップ・会話術）
・午後５時～　ビュッフェスタイルパーティ
■ 会　場　浴浴センターまどか
■ 対象者　下記に該当する男女　定員４０名
・男性：町内在住もしくは町内で活動・勤務する、
　　　  概ね２５歳～４０歳の独身の方２０名
・女性：概ね２５歳～４０歳の独身の方２０名（町外可）
■ 参加料　男女ともに２０００円（女性のみ、複数
　 名でのお申込みで１, ５００円）
■ 申込方法　２月２６日㈮まで電話で申込み
※町報１月号でお知らせした内容から変更があります。
　ご了承ください。
問町まちづくり課地域づくり推進室 
☎４２－６６１３
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地域包括支援センターだより
問町健康福祉課 介護支援グループ内 地

ちいきほうかつしえん
域包括支援センター☎４２－６６３８

いつまでも健やかに住み慣れた地域で生活していけるように、地域包括
支援センターを積極的にご活用ください。

～
介
護
認
定
の
申
請
・
相
談
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
～

～保健・医療・生活支援の一体的な支援の仕組み～
地域包括ケアシステム実現に向けて

◀関係者と「顔の見える」関係に
　～勉強会の様子～

　７５歳以上の高齢者の増加、認知症や要介護状態、一人暮らし高齢者が増加増加しています。
　その状況に対応するため、一人一人の心や身体の状態、生活環境に対応した適切なサービス
を受けて、住み慣れた地域でその人らしく、安心して暮らし続けるための仕組みを地域包括ケ
アシステムといいます。（下図）

　地域包括ケアシステムの実現
には、医療と介護の連携が大切
です。そのために町でも、医師、
歯科医師、薬剤師、看護師、介
護支援専門員などの関係者との
勉強会を通して顔の見える関係
づくりを進めています。

地域包括ケアシステムの姿

住　ま　い
介護が必要になったら…

介　　護
病気になったら…
医　　療

いつまでも元気に暮らすために…
生活支援・介護予防

病院
●急性期
●回復期
●慢性期

日常の医療
●かかりつけ医
●地域の連携病院など

●地域包括支援センター
●ケアマネージャー

●自宅
●サービス付き高齢者向け住宅など

在宅系サービス
●訪問介護　●訪問看護
●通所介護　
●短期入所生活介護
● 24時間対応の
　訪問サービスなど
介護予防サービス

施設・居住系サービス
●介護老人福祉施設
●介護老人保健施設
●認知症共同生活介護など

※地域包括ケアシステムは、おおむ
ね 30分以内に必要なサービスが提
供される日常生活圏内（具体的には
中学校区）を単位として想定

●老人クラブ
●自治会
●ボランティア
●ＮＰＯなど

通院・入院 通所・入所
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適正受診を心がけましょう
★今月のポイント★
　かかりつけ医は、みなさんの生活環境を知ったうえ
で、日常的な診療のほか、予防的な指導、健康管理も
考えてくれる最も身近で信頼できるお医者さんです。
気軽に相談できる、かかりつけ医を持ちましょう。

Ｈｅａｌｔｈ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

健康カレンダー 問町健康福祉課 健康推進グループ
☎４２－６６４０

母子健康手帳交付
〈期　　日〉３月１４日㈪、２８日㈪
〈受付時間〉午前 9 時～午後 4 時 30 分
〈場　　所〉川西町役場 健康福祉課
〈 持 ち 物 〉妊娠届出書
※ご都合がつかないときはご連絡ください。

９・１０か月児健康教室
〈期　　日〉３月１６日㈬
〈受付時間〉午後 1 時～ 1 時 15 分
〈場　　所〉生きがい交流館
〈 対 象 者 〉平成２7 年 5 月～ 6 月生まれの乳児
〈 持 ち 物 〉母子健康手帳、タオル、おむつ

　２月生まれの方へ、
　子育て支援医療証を郵送します
１歳児から小学６年生までの、誕生日が２月２日から
３月１日の方に子育て支援医療証をお送りします。
■新しい医療証の有効期間
平成２８年３月１日～平成２９年２月２８日まで
※小学６年生は平成２８年３月３１日まで
これまでの医療証は、平成２８年２月２９日までご使
用いただけます。医療機関を受診する際は、医療証の
有効期間を確認してからご使用ください。
■郵送時期 ２月中旬ごろ※申請は必要ありません。
■健康保険証に変更がある場合は、届出が必要です
次のものをお持ちのうえ、窓口へお越しください。

（持ち物）お子さんの健康保険証、医療証、印鑑（認印）
※現在医療証をお持ちでない方は、下記までお問い合
わせください。
問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－２１１４

ぴかぴか歯っぴい教室
〈期　　日〉３月１７日㈭
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対象者〉 〈受付時間〉
平成 26 年３月生まれの幼児 13:20 ～ 13:30
平成 27 年 1 月、平成 25 年 3 月、
9 月生まれの幼児ほか 13:30 ～ 14:00

妊婦及び夫 13:50 ～ 14:00
〈持 ち 物〉母子健康手帳、タオル、歯ブラシ
※フッ素を希望者に塗布します（負担金５００円）。
※２歳のお子さんは、うがいや歯みがきの指導があ
りますので１時間程度かかります。

1 歳 6 か月児健康診査
〈期　　日〉3 月１８日㈮
〈受付時間〉午後１時～１時 15 分
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対 象 者〉平成２６年 7 月～ 8 月生まれの幼児
〈 持 ち 物 〉母子健康手帳、タオル、オムツ、
　　　　　  問診票、歯ブラシ
※フッ素を希望者に塗布します（負担金 500 円）。
※対象者へ事前に問診票を郵送します。

献　　血
〈期　　日〉３月３日㈭
〈献血時間〉午前９時３０分～１１時３０分
〈場　　所〉ＪＡ山形おきたま本店
〈 対 象 者 〉 １６～６９歳の健康な方
〈 持 ち 物 〉献血カード
〈その他〉４００ｍｌの献血のみになります。

きらきら親子相談
〈期　　日〉３月１日㈫
〈受付時間〉午後１時 30 分～３時
〈場　　所〉子育て支援センターこあら
〈申込方法〉2 月２３日㈫まで電話で申込
〈定　　員〉2 名　※定員になり次第締め切り

未受診の予防接種はお早めに
　3 月 1 日㈫～ 7 日㈪は「こども予防接種週間」です。
お子さんが未接種の予防接種がありましたら、主治医
にご相談の上、早目に受けましょう。
　詳細は、ご希望の医療機関に直接お問合せ下さい。
　なお、下記の方は接種期限が３月末日までとなって
いますので、体調に合わせお早めにお受けください。
〈麻しん風しん第２期〉
　平成２１年４月２日～
　　平成２２年４月１日生
〈ジフテリア破傷風〉
　平成１５年４月２日～
　　平成１６年４月１日生
※ご不明な点は、下記までお問合せください。
問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－６６４０
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健康情報ひろば

地域包括支援センターだより
問町健康福祉課 介護支援グループ内 地

ちいきほうかつしえん
域包括支援センター☎４２－６６３８

いつまでも健やかに住み慣れた地域で生活していけるように、地域包括
支援センターを積極的にご活用ください。

～
介
護
認
定
の
申
請
・
相
談
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
～

～保健・医療・生活支援の一体的な支援の仕組み～
地域包括ケアシステム実現に向けて

◀関係者と「顔の見える」関係に
　～勉強会の様子～

　７５歳以上の高齢者の増加、認知症や要介護状態、一人暮らし高齢者が増加増加しています。
　その状況に対応するため、一人一人の心や身体の状態、生活環境に対応した適切なサービス
を受けて、住み慣れた地域でその人らしく、安心して暮らし続けるための仕組みを地域包括ケ
アシステムといいます。（下図）

　地域包括ケアシステムの実現
には、医療と介護の連携が大切
です。そのために町でも、医師、
歯科医師、薬剤師、看護師、介
護支援専門員などの関係者との
勉強会を通して顔の見える関係
づくりを進めています。

地域包括ケアシステムの姿

住　ま　い
介護が必要になったら…

介　　護
病気になったら…
医　　療

いつまでも元気に暮らすために…
生活支援・介護予防

病院
●急性期
●回復期
●慢性期

日常の医療
●かかりつけ医
●地域の連携病院など

●地域包括支援センター
●ケアマネージャー

●自宅
●サービス付き高齢者向け住宅など

在宅系サービス
●訪問介護　●訪問看護
●通所介護　
●短期入所生活介護
● 24時間対応の
　訪問サービスなど
介護予防サービス

施設・居住系サービス
●介護老人福祉施設
●介護老人保健施設
●認知症共同生活介護など

※地域包括ケアシステムは、おおむ
ね 30分以内に必要なサービスが提
供される日常生活圏内（具体的には
中学校区）を単位として想定

●老人クラブ
●自治会
●ボランティア
●ＮＰＯなど

通院・入院 通所・入所
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適正受診を心がけましょう
★今月のポイント★
　かかりつけ医は、みなさんの生活環境を知ったうえ
で、日常的な診療のほか、予防的な指導、健康管理も
考えてくれる最も身近で信頼できるお医者さんです。
気軽に相談できる、かかりつけ医を持ちましょう。

Ｈｅａｌｔｈ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

健康カレンダー 問町健康福祉課 健康推進グループ
☎４２－６６４０

母子健康手帳交付
〈期　　日〉３月１４日㈪、２８日㈪
〈受付時間〉午前 9 時～午後 4 時 30 分
〈場　　所〉川西町役場 健康福祉課
〈 持 ち 物 〉妊娠届出書
※ご都合がつかないときはご連絡ください。

９・１０か月児健康教室
〈期　　日〉３月１６日㈬
〈受付時間〉午後 1 時～ 1 時 15 分
〈場　　所〉生きがい交流館
〈 対 象 者 〉平成２7 年 5 月～ 6 月生まれの乳児
〈 持 ち 物 〉母子健康手帳、タオル、おむつ

　２月生まれの方へ、
　子育て支援医療証を郵送します
１歳児から小学６年生までの、誕生日が２月２日から
３月１日の方に子育て支援医療証をお送りします。
■新しい医療証の有効期間
平成２８年３月１日～平成２９年２月２８日まで
※小学６年生は平成２８年３月３１日まで
これまでの医療証は、平成２８年２月２９日までご使
用いただけます。医療機関を受診する際は、医療証の
有効期間を確認してからご使用ください。
■郵送時期 ２月中旬ごろ※申請は必要ありません。
■健康保険証に変更がある場合は、届出が必要です
次のものをお持ちのうえ、窓口へお越しください。

（持ち物）お子さんの健康保険証、医療証、印鑑（認印）
※現在医療証をお持ちでない方は、下記までお問い合
わせください。
問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－２１１４

ぴかぴか歯っぴい教室
〈期　　日〉３月１７日㈭
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対象者〉 〈受付時間〉
平成 26 年３月生まれの幼児 13:20 ～ 13:30
平成 27 年 1 月、平成 25 年 3 月、
9 月生まれの幼児ほか 13:30 ～ 14:00

妊婦及び夫 13:50 ～ 14:00
〈持 ち 物〉母子健康手帳、タオル、歯ブラシ
※フッ素を希望者に塗布します（負担金５００円）。
※２歳のお子さんは、うがいや歯みがきの指導があ
りますので１時間程度かかります。

1 歳 6 か月児健康診査
〈期　　日〉3 月１８日㈮
〈受付時間〉午後１時～１時 15 分
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対 象 者〉平成２６年 7 月～ 8 月生まれの幼児
〈 持 ち 物 〉母子健康手帳、タオル、オムツ、
　　　　　  問診票、歯ブラシ
※フッ素を希望者に塗布します（負担金 500 円）。
※対象者へ事前に問診票を郵送します。

献　　血
〈期　　日〉３月３日㈭
〈献血時間〉午前９時３０分～１１時３０分
〈場　　所〉ＪＡ山形おきたま本店
〈 対 象 者 〉 １６～６９歳の健康な方
〈 持 ち 物 〉献血カード
〈その他〉４００ｍｌの献血のみになります。

きらきら親子相談
〈期　　日〉３月１日㈫
〈受付時間〉午後１時 30 分～３時
〈場　　所〉子育て支援センターこあら
〈申込方法〉2 月２３日㈫まで電話で申込
〈定　　員〉2 名　※定員になり次第締め切り

未受診の予防接種はお早めに
　3 月 1 日㈫～ 7 日㈪は「こども予防接種週間」です。
お子さんが未接種の予防接種がありましたら、主治医
にご相談の上、早目に受けましょう。
　詳細は、ご希望の医療機関に直接お問合せ下さい。
　なお、下記の方は接種期限が３月末日までとなって
いますので、体調に合わせお早めにお受けください。
〈麻しん風しん第２期〉
　平成２１年４月２日～
　　平成２２年４月１日生
〈ジフテリア破傷風〉
　平成１５年４月２日～
　　平成１６年４月１日生
※ご不明な点は、下記までお問合せください。
問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－６６４０
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～健康かわにし２１計画（第２次）推進中～

　こころの健康づくり  ～ストレスと上手に付き合う～

いきいき
元気！

～Ｎｏ 10 ～

ストレスを感じるのは若い男女に多い？

　ストレスは、いくつも重なったり長引いたりすると、こころや体に様々な悪影響を及ぼします。
　元気にいきいきした生活を送るには、体の健康はもちろん、こころの健康を保つことも大切です。

こころの健康を保つには十分な休養を取り、ストレスと上手につき合うことが大切です。
○生活リズムを見直して、規則正しい生活をしましょう
○安眠できる環境を整えて、睡眠時間を確保しましょう
○ゆっくり入浴してリラックスしましょう
○趣味やスポーツなど、楽しんで打ち込める時間をつくりましょう
○ストレス解消をお酒やタバコに頼らない。過度の飲酒はかえってストレスの原因になります

生活習慣を見直し、ストレス耐性を高めましょう！

　健康かわにし２１計画（第２次）策定時に行われた調査によると、ストレスを感じることが大いにある人の割
合を年代別に見ると、男性で 20 歳代、女性では 30 歳代で高くなっています。

問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－６６４０

■マ産後の運動不足解消！ダイエットに！　
マ＆ベビー体操教室参加者募集！ 

　お母さんと赤ちゃんが一緒に楽しくエクササイズで
きます。ベビーマッサージ（オイル不使用）も♪
✿ 期　日　３月１日㈫ 午前９時４０分～５０分受付
✿ 対　象　生後 2 カ月～ 10 カ月の赤ちゃん（首が
　　　　　 座ってなくても可）とママ（祖母も可）
✿ 場　所　生きがい交流館 
✿ 持ち物　母子健康手帳、バスタオル、オムツ、水
　　　　　 分など（動きやすい服装で）。
※２月２３日㈫までお申し込みください。
問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－６６４０

　ストレスなどで「夜眠れない・気分が落ち込む」など、悩んでいることはありませんか？ここ
ろの健康電話相談では、臨床心理士がお話を伺います。お気軽にお電話ください。
■ 日　時　３月６日㈰　午前９時～午後５時
■ 相談電話番号　０２３－６２４－３００６
問山形大学心理教育相談室 ☎０２３－６２４－２８４７（平日午前１０時～午後４時）

1 人で悩まず、気軽に相談を！

■ハ余裕をもってご相談ください　　　　　
ンセン病の補償金申請

　過去にハンセン病にかかったことがある方には、国
から補償金（和解一時金）が支払われています。
　申請手続期限が迫っており、訴訟の手続きも必要で
すので、余裕をもってご相談ください。
■ 手続期限　平成２８年３月３１日㈭
問公益財団法人沖縄県ゆうな協会
 ☎０９８－８３２－９５２８
問法律事務所　☎０９８－９３８－４３８１
問厚生労働省難病対策課
 ☎０３－５２５３－１１１１（内線２３６９）
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■川川西１６, ０００人会議！　　　　　　　
西町を元気にする活動報告会開催

　まちづくり活動や研修を行ってきた町内各団体・個
人が、今年度の活動報告を行います。まちづくり活動
に関心のある方はもちろん、どなたでも参加できます
ので、ぜひご参加ください。
■ 日 時　３月６日㈰　午後２時～５時
■ 会 場　フレンドリープラザホール
■ 活動報告
　①若者未来塾交付金事業の活動報告
　②青年海外研修事業の研修報告
　③やまがた里の暮らし推進機構交流交付金事業報告
■ 講 話
　 講師：山形大学人文学部法経政策学科　
　　　　　　　　　　　　　　教授　下平　裕之氏

■宝地域の伝統芸能を受継ぐ　　　　　　　
くじ助成金でコミュニティ活動を支援

　下小松獅子舞保存会が、平成２７年度コミュニティ
助成事業の採択を受けて、獅子頭などを整備しました。
　この助成金は、（財）自治総合センターの社会貢献
広報事業として、市町村やコミュニティ組織（自治会、
町内会等）が行う活動を支援し、地域社会の健全な発
展と社会福祉の向上を目
的としたものであり、今
年度は一般コミュニティ
助成事業１件、地域防災
組織育成助成事業が１件
採用されました。

■玉おしゃべり、軽い運動に！　　　　　　
庭茶屋で遊ぼう！

　平成２６年 8 月にオープンした玉庭茶屋に、みな
さんぜひお越しください。冬期間のちょっとした運動
に、友人とのおしゃべりに、地区内外問わずにどんど
んご活用ください。どなたでも大歓迎！
■ 期　日　毎週土曜日午前１１時～午後２時
■ 会　場　玉庭茶屋
■ 内　容　軽運動・軽食など
■ 利用料　一部有料
問伊藤 ☎０８０－２８３１－７８１６
問大木 ☎４８－２６０８

問町まちづくり課 地域づくり推進室 ☎４２－６６１３

■元ずっと元気でいるために　　　　　　　
気でいよう！健康教室 in 平山のご案内

■ 日　時　毎月第３火曜日　午後１時３０分～３時
■ 内　容　体操・茶話会・講話など
■ 場　所　（株）平山家具１階
■ 参加料　無料
問平山家具 ☎０１２０－３０－２２３５

✿素春の縁結びに参加ください　　　　　　
敵な出会いがあなたを待っている！

　若者のスキルアップと、参加者同士の交流や縁結び
を目的とした「春の縁結び」プロジェクトを実施しま
す。お誘いあわせのうえ、お気軽にご参加ください。
■ 日　時　３月１２日㈯
・午後１時～　男子力アップ塾（ファッション・会話術）
・午後２時～　女子力アップ塾（メイクアップ・会話術）
・午後５時～　ビュッフェスタイルパーティ
■ 会　場　浴浴センターまどか
■ 対象者　下記に該当する男女　定員４０名
・男性：町内在住もしくは町内で活動・勤務する、
　　　  概ね２５歳～４０歳の独身の方２０名
・女性：概ね２５歳～４０歳の独身の方２０名（町外可）
■ 参加料　男女ともに２０００円（女性のみ、複数
　 名でのお申込みで１, ５００円）
■ 申込方法　２月２６日㈮まで電話で申込み
※町報１月号でお知らせした内容から変更があります。
　ご了承ください。
問町まちづくり課地域づくり推進室 
☎４２－６６１３
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町
長

　原

　
田

　
俊

　
二

人
生
を
よ
り
豊
か
に
、
楽
し
く

　先
月
末
、
置
賜
５
町
の
議
会
議
長
と
町
長

の
懇
談
会
が
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
地

方
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
５
町
と
も
人
口
減
少
を

い
か
に
食
い
止
め
る
か
を
課
題
に
戦
略
が
立

て
ら
れ
て
い
ま
す
。
小
国
町
は
「
山
の
暮
ら

し
伝
承
創
造
」
白
鷹
町
は
「
地
域
情
報
発
信

力
の
充
実
強
化
」
高
畠
町
は
「
人
の
結
が
る

（
つ
な
が
る
）
を
創
造
す
る
」
飯
豊
町
は
「
５

つ
の
種
を
ま
こ
う
」
川
西
町
は
「
置
病
周
辺

の
土
地
利
用
」
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
特
色
を
持
っ

た
計
画
で
す
。
産
業
振
興
・
雇
用
創
出
、
交

流
人
口
拡
大
、
若
者
定
着
、
子
育
て
や
女
性

の
活
躍
、
生
涯
現
役
は
共
通
す
る
取
り
組
み

と
し
て
示
さ
れ
ま
し
た
。
戦
略
は
成
果
指
標

を
示
し
、
毎
年
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
（
計
画
・
実
行
・

検
証
・
改
善
）
サ
イ
ク
ル
を
通
じ
目
標
達
成

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
町
が

魅
力
を
発
信
し
人
口
増
を
目
指
し
ま
す
が
、

人
口
の
奪
い
合
い
で
は
な
く
、
置
賜
全
体
に

人
を
呼
び
込
む
連
携
事
業
の
大
切
さ
も
話
題

と
な
り
ま
し
た
。 

　「少
子
化
に
歯
止
め
を
掛
け
る
に
は
広
域

的
な
婚
活
事
業
が
必
要
で
は
な
い
か
」
と
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
各
町
の
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
で
は
女
性
が
生
涯
に
産
む
子
供
の
数

を
増
や
す
こ
と
が
目
標
に
な
っ
て
い
ま
す
。

川
西
町
は
第
三
子
、
四
子
の
世
帯
が
多
い
の

が
特
徴
と
な
っ
て
お
り
、
結
婚
に
結
び
つ
く

支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　「白
鷹
町
で
独
身
男
女
に
結
婚
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
結
婚
に
つ
い

て
男
性
の
第
一
位
は
め
ん
ど
く
さ
い
だ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
変
え
る
の
は
容
易
で
な

い
」
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
結
婚
に
対

す
る
意
識
が
変
化
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
？ 　以

前
あ
る
女
性
職
員
が
「
私
は
子
供
が
嫌

い
で
い
ら
な
い
と
思
っ
て
い
た
。
で
も
結
婚

し
て
、
子
供
が
で
き
た
ら
、
こ
ん
な
に
か
わ

い
い
も
の
は
な
い
と
思
う
」
と
心
境
の
変
化

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
彼
女
は
結
婚
も
早

い
方
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
昨
年
に
は

第
二
子
も
誕
生
し
充
実
し
た
生
活
を
送
っ
て

い
ま
す
。 

　そ
れ
ぞ
れ
育
っ
た
環
境
も
考
え
方
も
違
う

者
が
一
緒
に
な
る
に
は
、
相
当
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
必
要
で
す
。
人
生
は
結
婚
が
す
べ
て

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
結
婚
に
よ
っ
て
人
生

の
視
野
が
広
が
り
ま
す
。
そ
し
て
子
供
に
恵

ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
人
生
観
が
変
わ
り
ま
す
。

　川
西
町
も
今
後
積
極
的
に
「
縁
結
び
」
の

事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。
今
月
号
で
は
「
春

の
縁
結
び
」
の
お
知
ら
せ
も
し
て
い
ま
す
。

　自
分
自
身
を
磨
く
場
と
し
て
積
極
的
に
参

加
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

まちからのお知らせ
town information

■指定管理者監査結果報告
　平成２７年１１月２７日㈮、地方自治法第１９９条
第７項で規定する指定管者の監査が実施され、「監査
対象事項において、適正に処理されていた。」という
結果でした。
■ 監査対象団体、管理施設等：下表のとおり
■ 監 査 委 員：島貫憲明、髙梨勇吉
■ 監査の対象

（１）平成２６年度に執行された、公の施設の管理及
　び会計処理等に関する事務及び関連する事務事業の
　執行状況

（２）指定管理者の選定方法及び協定書の締結内容
■ 監査の方法

（１）所管課：指定管理者の選定、協定書の締結及び
　指定管理料の積算や、利用料金などの収納や減免が
　適正になされているかなど。

（２）指定管理者：協定書及び仕様書の条件に基づい
　た業務か、会計処理や利用料金などの収納及び減免
　は、適正に行われているかなど。
　上記を主に、事前に提出を求めた関係書類を確認す
るとともに、各種申請書類、会計書類等の確認を行い、
関係者からの説明を聴取し、監査を執行した。

■定例監査結果報告
　平成２７年１０月２９日㈭、地方自治法第１９９条
第４項及び川西町監査の執行に関する条例第２条の規
定に基づく定例監査が実施され、「監査対象事項にお
いて、適正に処理されていた。」という結果でした。
■ 監査対象課：税務収納課、地域整備課
■ 監 査 委 員： 島貫憲明、髙梨勇吉
■ 監査の対象
　対象課の、主に平成２７年度財務に関する事務の執
行及び経営に係る事業の管理に関する次の事項

（１) 歳入の調定及び収納に関すること
（２) 歳出の予算経理に関すること
（３) 町補助金等の交付決定に関すること
（４) 支出負担行為における入札・契約に関すること
（５) その他、必要と認める事項
■ 監査の方法
　財務に関する事務の執行及び経営に係る事業の管理
に関する事項について、適法性、効率性に留意し関係
書類、資料の提出を受け、書類監査及び関係職員から
の聴き取りを行った。

適正な処理と認められました　～監査結果報告～

監査対象団体
（所管課） 期　　　日 管理施設 指定管理料

（平成２６年度）

東沢協働のまちづくり推進会議
（まちづくり課）
（農地課） １１月２７日㈮

東沢地区交流センター兼
東沢生活改善センター
東沢農村公園

10,158,750 円

東沢活性化センター
東沢舟山公園 1,726,920 円

玉庭地区交流センター四方山館
（まちづくり課）

玉庭地区交流センター兼
川西町克雪管理センター
玉庭農村公園

11,074,350 円

▼指定管理者監査対象団体など

　町では、尾長島工業団地の排水について毎年水質検
査を行っています。
　今年度の検査でも全ての項目で、河川への排水基準
を満たす結果となりました。
■ 検査場所　尾長島工業団地専用排水路 最終放流口
■ 検 査 日　平成２７年１０月３０日㈮
■ 検査結果　右表のとおり
※国の排水基準に、さらに厳しい山形県の排水基準を
　上乗せしています
問町産業振興課 商工観光グループ ☎４２－６６４５

全ての項目で排水基準を満たしています
～平成２７年度尾長島工業団地排水水質調査結果～

分析項目 調査結果 排水基準※１
水素イオン濃度　( ＰＨ ) 6.8 5.8 ～ 8.6
鉛　　　　　( ｍｇ / Ｌ ) 0.005 未満 0.1
シアン　　　( ｍｇ / Ｌ ) 0.1 未満 1
銅　　　　　( ｍｇ / Ｌ ) 0.04 未満 1
亜鉛　　　　( ｍｇ / Ｌ ) 0.06 5
カドミウム　( ｍｇ / Ｌ ) 0.001 未満 0.1
六価クロム　( ｍｇ / Ｌ ) 0.04 未満 0.5
生物化学的酸素要求量
( ｍｇ / Ｌ ) 5.2 25

浮遊物質量　 （ｍｇ / Ｌ） １ 60

問町監査委員会事務局 ☎４２－６６７４
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▼
内
容
：
親
子
が
楽
し
め
る
歌
と

ぬ
い
ぐ
る
み
シ
ョ
ー
な
ど
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

▼
参
加
料
：
入
場
無
料

問
山
形
新
聞
米
沢
支
社

☎
０
２
３
８

－

23

－

３
２
２
２

住
ま
い
の
無
料
法
律
相
談

▼
期
日
：
3
月
17
日
㈭
午
後
1
時

　30
分
～

▼
会
場
：
置
賜
総
合
支
庁
５
階

　

　５
０
３
会
議
室

▼
相
談
者
：
先
着
４
名

問
県
営
住
宅
指
定
管
理
者
㈱
西
王

　不
動
産
置
賜
事
務
所

☎
24

－

２
３
３
２（
要
事
前
申
込
）

ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題

　

講
演
会

▼
対
象
者
：
置
賜
地
域
在
住
の
一

　般
住
民
の
方

▼
日
時
：
３
月
９
日
㈬
午
後
１
時

　30
分
～
３
時
30
分

▼
内
容
：

◎ 

講
演
「
ア
ル
コ
ー
ル
と
こ
こ
ろ

　の
病
気
」

・
講
師

　社
会
医
療
法
人
公
徳
会

　佐
藤
病
院 

院
長

　
　
　
　
　沼
田

　由
紀
夫

　氏

◎ 

活
動
報
告
「
ア
ル
コ
ー
ル
自
助

　グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
」

・
報
告
者

　日
本
断
酒
連
盟

　
　

　
　
　
　
　
　長
井
断
酒
新
生
会

▼
場
所
：
置
賜
総
合
支
庁

　講
堂 

▼
参
加
費
：
無

　料

▼
申
込
締
切
：
３
月
１
日
㈫
ま
で

　お
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
置
賜
保
健
所

　地
域
保

　健
予
防
課
精
神
保
健
福
祉
担
当

☎
22

－

３
０
１
５

オ
ー
ル
や
ま
が
た

２
０
１
７
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

学
生
企
業
説
明
会

▼
開
催
日
時
：
３
月
３
日
㈭
午
後

１
時
～
午
後
４
時
30
分

▼
会
場
：
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ

（
山
形
市
平
久
保
１
０
０
）

▼
参
加
企
業
：
山
形
県
に
本
社
又

は
就
業
場
所
を
有
す
る
企
業

（
１
２
０
社
程
度
）

▼
対
象
者
：
平
成
29
年
３
月
卒
業

予
定
の
学
生

問
山
形
労
働
局
職
業
安
定
部
職
業
安
定
課

☎
０
２
３

－

６
２
６

－

６
１
０
９

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
沢

　
　
　
　

☎
０
２
３
８

－

22

－

８
１
５
５

問
県
商
工
労
働
観
光
部
雇
用
対
策
課

☎
０
２
３

－

６
３
０

－

２
３
７
７

２
０
１
６
や
ま
が
た

　
　

産
業
・
企
業
・
就
職

　
　

ガ
イ
ダ
ン
ス

▼
開
催
日
時
：
３
月
20
日
㈰
午
前

10
時
30
分
～
午
後
４
時

▼
会
場
：
東
京
都
立
産
業
貿
易
セ

相

　
談

ン
タ
ー
台
東
館

　４
階
展
示
室

　（東
京
都
台
東
区
花
川
戸
２

－
　

６

－

５
）

▼
参
加
企
業
：
42
社
予
定

▼
対
象
者
：
平
成
29
年
３
月
卒
業

予
定
の
学
生
、
既
卒
者
、
Ｕ
Ｉ

タ
ー
ン
希
望
者

問
山
形
県
Ｕ
タ
ー
ン
情
報
セ
ン
タ

ー

　
　
　

☎
03

－
５
２
１
２

－

８
９
９
６

問
山
形
県
雇
用
対
策
課

☎
０
２
３

－

６
３
０

－

２
７
１
１

職
場
の
労
働
関
係
で
お
困

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　山
形
県
労
働
委
員
会
で
は
、
労

働
者
と
事
業
主
と
の
間
の
労
働
関

係
の
ト
ラ
ブ
ル
を
円
満
に
解
決
す

る
た
め
に
話
し
合
い
の
場
を
設
け

る
、「
あ
っ
せ
ん
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
無
料
・
秘
密
厳
守
で
行
い

ま
す
の
で
、
解
雇
、
賃
金
な
ど
の

問
題
で
お
困
り
の
方
は
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
山
形
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
２
３

－

６
３
０

－

２
７
９
３

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

統
一
ダ
イ
ヤ
ル

　下
記
に
よ
り
電
話
相
談
を
受
け

付
け
ま
す
。
一
人
で
悩
み
を
抱
え

な
い
で
、
ま
ず
は
お
電
話
を
く
だ

さ
い
。

○
お
こ
な
お
う
　ま
も
ろ
う
よ
　

　こ
こ
ろ

☎
０
５
７
０
ー
０
６
４
ー
５
５
６

※
P
H
S
電
話
、
I
P
電
話
、

　プ
リ
ペ
イ
ド
式
携
帯
電
話
、
列

　車
公
衆
電
話
か
ら
は
接
続
で
き

　ま
せ
ん
。

※
「
心
の
健
康
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」

　０
２
３

－

６
３
１

－

７
０
６
０

　で
も
相
談
を
受
け
付
け
し
て
い

　ま
す
。

▼
受
付
期
間
：
３
月
１
日
㈫
～
７

　日
㈪
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
期
間
中
は
土
日
も
相
談
を
受
け

　付
け
ま
す
。

▼
そ
の
他
：
右
記
の
期
間
以
外
は
、

　月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
午

　前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
及
び
午

　後
１
時
か
ら
５
時
ま
で
相
談
を

　受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。（
祝

　祭
日
年
末
年
始
を
除
く
）

問
山
形
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ

　ー

　

☎
０
２
３

－

６
２
４

－

１
２
１
７

振
込
詐
欺
な
ど
、
不
審

な
電
話
に
ご
注
意
を
！

　最
近
、
置
賜
方
面
で
振
込
め
詐

欺
な
ど
の
不
審
電
話
が
相
次
い
で

お
り
、
町
役
場
に
も
相
談
の
電
話

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
不

審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
ら
絶

対
に
ひ
と
り
で
判
断
し
な
い
で
、

す
ぐ
家
族
や
警
察
（
＃
９
１
１
０
）

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

広 

告

まちからのお知らせ
town information

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

　口
座
振
替
が
便
利
で
お
得
！

　口
座
振
替
納
付
は
、
金
融
機
関

に
納
め
に
行
く
手
間
と
時
間
が
省

け
、
自
動
引
き
落
と
し
の
た
め
納

め
忘
れ
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　前
払
い
（
前
納
）
制
度
を
ご
利

用
い
た
だ
く
と
さ
ら
に
お
得
に
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
町
報
11
月

号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【参考】平成２７年度国民年金保険料での前納保険料額

納付方
法

定額保険料
(15,590 ×納付月）

・現金払
・クレジット
　カード

口座振替

1 か月分
翌月支払

15,590 円 15,590 円
15,590 円

1か月分
当月支払

15,540 円
（△ 50円）

６か月分 93,540 円 92,780 円
（△ 760円）

92,480 円
（△ 1,060 円）

１年分 187,080 円 183,760 円
（△3,320円）

183,160 円
（△ 3,920 円）

２年分 ※ 382,200 円 ー 366,840 円
（△15,360円）

（ ）内は割引額
※平成 27 年度：15,590 円× 12 か月＝ 187,080 円
　平成 28 年度：16,260 円× 12 か月＝ 195,120 円で算出。
※平成 28 年度保険料額は、２月下旬ごろ告示される予定。

お
申
し
込
み
は
簡
単
！

　年
金
事
務
所
な
ど
に
あ
る
「
国

民
年
金
保
険
料
口
座
振
替
申
出

書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印

問国民年金保険料専門ダイヤル 
☎０５７０－０１１－０５０
問米沢年金事務所　☎２２－４２２０
問町住民生活課戸籍住民グループ
☎４２－６６１５

●
税
金
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

　今
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税
第
８
期
、
介
護
保
険
料
第

８
期
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
８
期
の
納
付
月
で
す
。

納
付
期
限
は
２
月
29
日
（
口
座
振
替
日
も
２
月
29
日
）
で

す
の
で
、
早
め
の
納
付
や
口
座
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

　口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
は
、
口
座
残
高
不
足

等
に
よ
り
口
座
振
替
と
な
ら
な
か
っ
た
場
合
、
再
度
の
振

替
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
口
座
振
替
が
便
利
で
安
全
で
す

　納
付
月
の
口
座
振
替
日
に
指
定
の
口
座
か
ら
自
動
振
替

で
納
付
が
で
き
ま
す
。
新
た
に
利
用
さ
れ
る
方
は
、
金
融

機
関
窓
口
に
あ
る
口
座
振
替
依
頼
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
振
替
先
と
な
る
金
融
機
関
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
し
込
み
さ
れ
た
翌
月
又
は
翌
々
月
か
ら
振
替
を
開

始
し
ま
す
。

　利
用
で
き
る
金
融
機
関
は
次
の
本
店
及
び
各
支
店
で
す
。

山
形
銀
行
・
山
形
お
き
た
ま
農
業
協
同
組
合

山
形
中
央
信
用
組
合
・
米
沢
信
用
金
庫
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

●
督
促
状
が
送
付
さ
れ
ま
す

　納
付
期
限
ま
で
に
完
納
さ
れ
な
い
納
税
義
務
者
に
対
し
、

納
付
期
限
後
20
日
以
内
に
督
促
状
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

納
付
期
限
ま
で
に
納
め
忘
れ
が
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ

い
。　な

お
、
町
が
納
付
を
確
認
す
る
に
は
、
金
融
機
関
な
ど

で
納
付
い
た
だ
い
て
か
ら
若
干
の
日
数
が
か
か
り
ま
す
。

納
付
書
の
納
付
期
限
を
過
ぎ
て
納
付
さ
れ
る
と
、
行
き
違

い
で
督
促
状
が
発
送
さ
れ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に
も
、
納
付
期
限
内
の
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
町
税
務
収
納
課
収
納
グ
ル
ー
プ 

☎
42
ー
６
６
３
４

被保険者証再交付には本人確認が必要　～国民健康保険～
　国民健康保険被保険者証を紛失したときや、破損によって使用できなくなったときは、申請していただくと再
交付を受けることができます。なお、再交付には本人確認が必要になりましたので、下記のとおり本人確認ので
きる持ち物を必ず持参してください。
■ 必要な持ち物
○窓口で手続きする方の本人確認書類（①を 1 点か、②を 2 点）
　①運転免許証、パスポートなど顔写真つきの証明書
　②年金手帳、年金証書、預金通帳など顔写真がない証明書
○印鑑（認め印）
○保険証（破損した場合）
※窓口で手続きする方と再交付を受ける方が同一世帯でない場合は委任状が必要になります。
問町健康福祉課健康推進グループ　☎４２－２１１４

し
、
納
付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
、

通
帳
、
金
融
機
関
届
け
出
印
を
持

ち
、
金
融
機
関
か
年
金
事
務
所
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
口
座
振
替
と
早
割
は
い
つ
で
も

　お
申
込
み
で
き
ま
す
が
、
前
納

　を
希
望
す
る
場
合
は
、
２
月
末

　ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
引
落
日
に
残
高
が
不
足
す
る
と
、

　割
引
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
４

　月
下
旬
に
届
く
「
国
民
年
金
保

　険
料
口
座
振
替
額
通
知
書
」
で
、

　実
際
に
引
き
落
と
さ
れ
る
金
額

　を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

町報かわにし　8平成２８年２月１５日 町報かわにし　16平成２８年２月１５日

奨
学
生
・
寄
宿
舎
寮
生

募
集
中

　米
沢
有
為
会
で
は
、
平
成
28
年

度
の
奨
学
生
及
び
寄
宿
舎
寮
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
置

賜
地
方
在
住
者
や
出
身
者
の
子
弟

が
対
象
で
す
。

１

　奨
学
生

▼
定
員
：
5
名
程
度

▼
貸
金
：
月
額
4
万
円

▼
期
間
：
大
学
在
学
期
間
と
、
大

　学
院
の
在
学
期
間

▼
選
考
方
法
：
必
要
書
類
提
出
後
、

　面
接
を
実
施

▼
募
集
期
間
：
3
月
22
日
㈫
必
着

▼
提
出
先
：
米
沢
市
金
池
５

－

２

　 －

25

　米
沢
市
役
所
秘
書
広
報

　課
内
米
沢
有
為
会
米
沢
支
部

　：
東
京
都
調
布
市
入
間
町
1

－

　36

　東
京
興
譲
館

　公
益
財
団

　法
人
米
沢
有
為
会
宛

２

　寄
宿
舎
寮
生

（
１
）
東
京
興
譲
館

▼
定
員
：
7
名
程
度

▼
対
象
：
都
内
や
近
郊
の
大
学
、

　短
大
、
大
学
院
生
及
び
入
学
予

　定
者
の
男
子

▼
選
考
方
法
：
必
要
書
類
提
出
後
、

　面
接
を
実
施

▼
募
集
期
限
：

　2
回
目
：
3
月
11
日
㈮

　3
回
目
：
3
月
23
日
㈭

▼
提
出
先
：
東
京
都
調
布
市
入
間

　町
1

－

36

　東
京
興
譲
館
長
宛

（
２
）
仙
台
興
譲
館

▼
定
員
：
５
名
程
度

▼
対
象
：
仙
台
市
内
、
近
郊
の
大

　学
、
短
大
、
大
学
院
生
及
び
入

　学
予
定
者
の
男
子

▼
選
考
方
法
：
必
要
書
類
提
出
後
、

　面
接
を
実
施

▼
募
集
期
限
：
3
月
11
日
㈮

▼
提
出
先
：
宮
城
県
仙
台
市
青
葉

　区
角
五
郎
２

－

６

－

21

　仙
台

　興
譲
館
長
宛

問
東
京
興
譲
館

☎
03

－

３
３
０
９

－

３
３
０
２

事
故
な
ど
の
被
害
者

　
　

支
援
活
動
員
募
集

▼
人
員
：
電
話
相
談
・
直
接
支
援

　員
な
ど
（
25
歳
以
上
の
心
身
と

　も
に
健
康
な
方
）
10
名

▼
業
務
内
容

（
１
）
月
2
回
程
度
の
電
話
相
談

（
２
）
直
接
支
援
（
裁
判
・
病
院
な

　ど
へ
の
付
き
添
い
）

▼
募
集
期
間
：
3
月
1
日
㈫
～
4

　月
15
日
㈮

▼
応
募
方
法
：
直
接
事
務
局
へ
お

　電
話
く
だ
さ
い

問
や
ま
が
た
被
害
者
支
援
セ
ン
タ

　ー（
県
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
０
２
３

－

６
４
２

－

３
５
７
１

病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　公
立
置
賜
総
合
病
院
で
は
、
よ

り
行
き
届
い
た
サ
ー
ビ
ス
を
患
者

様
へ
提
供
す
る
た
め
、
お
手
伝
い

い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

▼
内
容
：
院
内
の
誘
導
、
案
内

・
再
来
受
付
機
、
自
動
精
算
機
の

　操
作
援
助

・
車
椅
子
患
者
様
へ
の
援
助

・
外
来
待
合
室
の
図
書
・
パ
ン
フ

　レ
ッ
ト
等
の
整
理

・
車
椅
子
の
清
掃
・
点
検
な
ど

　そ
の
他
、
や
り
た
い
事
や
で
き

る
事
が
あ
れ
ば
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
活
動
時
間
：
月
曜
日
～
金
曜
日

　の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　ま
で
の
都
合
の
よ
い
時
間
で
約

　３
時
間
程
度
（
週
１
回
程
度
）

　

※
活
動
時
間
は
要
相
談

▼
そ
の
他
：
年
齢
、
性
別
は
問
い

　ま
せ
ん
。

・
交
通
費
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

・
活
動
前
に
研
修
が
あ
り
ま
す
。

問
公
立
置
賜
総
合
病
院

　総
務
企

　画
課

　

☎
46

－

５
０
０
０

募

　
集

広 

告

川
西
産
そ
ば
粉
を

　
　
　

使
っ
た
そ
ば
打
ち
体
験

　川
西
産
の
ひ
き
た
て
の
粉
で
、

そ
ば
粉
１
０
０
％
の
そ
ば
を
打
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？
そ
ば
打
ち
の
ほ

か
、
か
い
も
ち
作
り
も
行
い
ま
す

の
で
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

▼
日
時
：
２
月
21
日
㈰
午
前
９
時

　30
分
～
受
付

▼
会
場
：
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

　ー
調
理
室

▼
内
容
：
そ
ば
打
ち
、
か
い
も
ち

　作
り
、
試
食
な
ど

▼
体
験
料
：
大
人
１
０
０
０
円

　子
供
３
０
０
円

　※
小
学
生
未
満
は
無
料

申
込
期
限
：
２
月
20
日
㈯

申
込
・
問
合
せ
先
：

　と
き
め
き
セ
ミ
ナ
ー
事
務
局

　（原
田
）
42

－

６
４
４
５
又
は

　（舩
山
）
44

－

２
９
０
３

山
形
新
聞
主
催
「
新
入
学

お
め
で
と
う 

置
賜
大
会
」

▼
日
時
：
２
月
27
日
㈯
午
後
１
時

30
分
～

▼
会
場
：
伝
国
の
杜 

置
賜
文
化

ホ
ー
ル

▼
対
象
：
置
賜
地
域
の
新
入
学
児

童
と
保
護
者

催

　
し

まちからのお知らせ
town information

川西町長選挙立候補予定者説明会
　４月２４日執行予定の川西町長選挙における立候補
予定者等への説明会を下記のとおり行います。立候補
を予定されている方は出席ください。
■ 日　時　３月２４日㈭　午後１時３０分～
■ 場　所　中央公民館　視聴覚室
■ その他　投票などの詳しい内容は、今後の
　　　　 　町報などでお知らせいたします。

郵便などによる不在者投票には手続きが必要です
　身体に重度の障害があり投票所に行けない方は、自宅などで投票用紙に自分で記入し、郵便で投
票することができます。この投票を行うには、あらかじめ「郵便投票証明書」の交付を受けておく
必要があります。手続きには時間がかかりますので、対象者の方はお早めに申請をお願いします。
■ 対象者
 

※「郵便投票証明書」を交付された方で、自分で投票用紙に記載できない方は、あらかじめ届け出た方に「代理
　投票」をお願いすることができます。手続きが必要となりますので、詳しくは下記までお問い合わせください。
■ 手続き
　「郵便投票証明書」を受けるためには、申請が必要となります。詳しい手続き等については、下記までお問い
合わせください。

新しい選挙管理委員が決まりました
　今年１月１日から平成３１年１２月３１日までの間、
選挙管理委員会委員及び補充員になられた方々です。

役　職 氏　名 備　考
委員長 島貫　武彦 前委員長
委員（委員長職務代理者）小林美代子 前委員
委員 山口　丈志　松田　良弘 新任

補充員
長谷川讓治　佐々木弘幸
鈴木　秀次 新任

鈴木ゆり子 再任 問町選挙管理委員会事務局 ☎４２－６６８９

身体障害者手帳をお持ちの方 ○両下肢、体幹、移動機能障害の程度が１級又は２級の方
○心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸の障害の程度が１級又は３級の方
○免疫、肝臓の障害の程度が１級から３級の方

戦傷病者手帳をお持ちの方 ○両下肢、体幹の障害の程度が特別項症から第２項症の方
○心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸、肝臓の障害の程度が特別項症か
　ら第３項症の方

介護保険の方 ○被保険者証の要介護状態区分が「要介護５」の方

き
ら
ら
ク
ラ
ブ
川
西
（
川
西
町
老
人
ク
ラ
ブ
）

　

　
　
　
　
　
　で
仲
間
と
交
流
し
ま
せ
ん
か

　き
ら
ら
ク
ラ
ブ（
老
人
ク
ラ
ブ
）

と
は
地
域
を
基
盤
と
す
る
高
齢
者

の
自
主
的
組
織
で
す
。

　仲
間
づ
く
り
を
通
し
て
、
生
き

が
い
と
健
康
づ
く
り
、
生
活
を
豊

か
に
す
る
楽
し
い
活
動
を
行
な
う

と
と
も
に
、
そ
の
知
識
や
経
験
を

活
か
し
て
世
代
交
流
を
は
か
り
、

地
域
を
豊
か
に
す
る
社
会
活
動
に

取
り
組
み
明
る
い
長
寿
社
会
づ
く

り
、
健
康
福
祉
の
向
上
に
努
め
る

事
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

※
き
ら
ら
ク
ラ
ブ
と
は
、
山
形
県

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
愛
称
で
す
。

（
男
４
６
４
／
女
５
０
３
）･

ク

ラ
ブ
数
は
31
で
す
。
ぜ
ひ
、
あ
な

た
も
一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん

か
。―

　主
な
活
動
　―

【
生
活
を
豊
か
に
す
る

　
　
　
　
　
　
　
楽
し
い
活
動
】

○
健
康
づ
く
り
、
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー

　ツ
な
ど

○
趣
味
、文
化
、レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

　ン
な
ど

○
学
習
活
動･

リ
ー
ダ
ー
研
修

【
地
域
を
豊
か
に
す
る
社
会
活
動
】

○
友
愛･

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

○
伝
承
活
動･

世
代
交
流

○
環
境
美
化

○
提
言･

提
案

問
川
西
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事

　務
局
（
上
小
松
２
９
１
８
ー
２

　町
社
会
福
祉
協
議
会
内
）
　
　

☎
46

－

３
０
４
０

―
　会
員

　―

　お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
方
を
対

象
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
常
に

活
動
に
参
加
で
き
な
い
方
も
会
員

と
し
て
支
え
合
い
、
喜
び
を
共
に

で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

　現
在
の
会
員
数
は
、
９
６
７
名

▲前会長の鈴木廣さん（犬川）

　長年の功績で県知事賞を受賞

▲仲間と一緒に健康づくり

問町選挙管理委員会事務局 ☎４２－６６８９

9　町報かわにし 平成２８年２月１５日
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…１月分届出…

　　　　４人

　　　　  　１７人

080—6008—8330
080—6008—5331 修理当番直通電話

　町水道工事業者では、水道の故障、漏水などの際、当番制で修理を
お受けします。上記番号で直接当番につながります。
　なお、調査費や修理費等については実費負担となります。

２月の町税等 川西町の人口

２・３月

内　容 日　時 場　所 予約・問合せ先
健 康 相 談
（こころ・ひきこもりの相談含む）

３月１４日㈪・2８日㈪
午前９時～午後４時 30分 町健康福祉課 町健康福祉課

☎ ４２－６６４０
特設人権相談 ３月２日㈬

午後１時３０分～４時
健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１５

弁護士
消費生活相談

３月９日㈬
午後２時～４時

町役場会議室
（電算室）

町住民生活課
☎ ４２－６６１６

行政相談 ３月１６日㈬
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１6

心配ごと相談 毎週水曜日
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

川西町社会福祉協議会
☎ ４６－３０４０

多重債務相談 毎週火曜日
午後６時～８時

山形さくらんぼの会
事務所（山形市）

山形さくらんぼの会
☎０２３－６３３－９３５３

無料法律相談 毎週月曜日
午前９時～午後５時

山形県高齢者総合
相談センター

山形県高齢者総合相談センター
☎０２３－６２２－６５１１

３月

16,099 人（－ 30）
男　　　7,877 人（－ 13）
女　　　8,222 人（－ 17）
世帯数　5,169 世帯 ( ＋ 2)

※１月末日現在の住民基本台帳人口

氏名 年齢 大字

和田　貞善 ６５ 洲　島
髙橋　祐助 ８４ 上小松
川崎　忠雄 ８５ 下小松
大野　すゞ ８９ 下奥田
髙橋　　進 ９２ 中小松
横沢　　萌 １７ 大　塚
川越　いち ６７ 上小松
安部　よし ８９ 下奥田
髙橋　　武 ８４ 時　田
髙橋　和子 ６１ 吉　田
髙橋　さつ子 ７２ 下奥田
保科うめよ ９２ 西大塚
鈴木　忠雄 ７８ 堀　金
内谷利兵衛 ８５ 大　塚
小森　繁子 ８８ 西大塚
保科興太郎 ７９ 西大塚
五十嵐正一 ８１ 小　松

◆登録用メールアドレス・ＱＲコード
【bosai-touroku
@town.kawanishi.yamagata.jp】

◆登録解除用メールアドレス・ＱＲコード
【bosai-taikai
@town.kawanishi .yamagata.jp】

災害情報を配信する「登録制メール」をご活用ください

　　　　１組
新郎　　　　　　　新婦 大字

川崎　　徹 ♥ 大利　香織 中小松

●国民健康保険税（８期）
●介護保険料（８期）
●後期高齢者医療保険料（８期）
●上下水道使用（１月概算分）
口座振替日　２月２９日㊊
納付期限　　２月２９日㊊※「よろこび かなしみ」の掲載につ

いては、掲載希望をいただいた方の
み掲載をいたしております。

氏名 性別 保護者 大字

金子　伊
いおり
織 男 勝彦・ 愛子 上小松

遠藤　　歩
あゆむ

男 孝徳・安寿香東大塚

長岡愛
あ り さ
梨沙 女 聡 ・ 照美 中小松

髙橋　莉
り く
空 男 利騎・ 佑梨 下奥田

期　間 当番店（社） 電話番号
２月１５日～２１日 ㈲米野建設 ☎４２－２３９２

サイトウ電気設備工業 (株 ) ☎４２－４１１１

２月２２日～２８日
㈱殖産工務所 ☎４２－３５００
齋藤設備 ☎４２－２４８０
鹿間工務店 ☎４２－３９８７

２月２９日～3月６日 ㈱藤島建設 ☎４２－３１６６
㈱藤倉設備 ☎４２－３３６６

３月７日～１３日 ㈱佐々木建設 ☎４２－４１７１
㈱黒澤技建 ☎４２－６３５１

３月１４日～２０日 ㈲米野建設 ☎４２－２３９２
サイトウ電気設備工業 (株 ) ☎４２－４１１１

問
町
総
務
課 

危
機
管
理
グ
ル
ー
プ 
☎
42
ー
６
６
１
２

災
害
に
関
す
る
情
報
を
配
信
す
る

　
　「登
録
制
メ
ー
ル
」
に
ご
登
録
く
だ
さ
い

まちからのお知らせ
town information

問町教育総務課 
　教育総務グループ
 ☎４２－６６５９

指定食材 ホウレンソウ（群馬県産）
※１月１４日献立食材

食材No． 給食－０１１３－川西－７－ホウレンソウ

検査日
及び単位

（ベクレル/ｋｇ）
１月１３日

ヨウ素 不検出（＜７．５）
セシウム 134 不検出（＜７．３）
セシウム 137 不検出（＜９．２）

❖県外産食材の学校給食検査結果学校給食放射性物質検査

◆登録用メールアドレス・ＱＲコード

【bosai-touroku@town.
kawanishi .yamagata.jp】

◆登録解除用メールアドレス・ＱＲコード

【bosai-taikai@town.
kawanishi .yamagata.jp】

　町
で
は
、
大
地
震
発
生
時
や
豪
雨
に
よ
る
浸
水
被
害
等
の
災
害
発
生
時

に
「
避
難
準
備
情
報
」「
避
難
勧
告
」「
避
難
指
示
」
等
の
災
害
に
関
す
る

情
報
を
配
信
す
る
「
登
録
制
メ
ー
ル
」
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。今
後
の
災
害
に
備
え
て「
登

録
制
メ
ー
ル
」
に
ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

登
録
制
メ
ー
ル
っ
て
？

　皆
さ
ん
が
持
っ
て
い
る
携
帯
端

末
（
携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
）
や
パ
ソ
コ
ン
の
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
を
町
に
登
録
し
て
い
た
だ
く

と
、
国
か
ら
の
地
震
や
国
民
保
護

に
関
す
る
情
報
、
町
か
ら
の
災
害

時
に
お
け
る
避
難
勧
告
や
避
難
指

示
な
ど
の
情
報
が
配
信
さ
れ
ま
す
。

町
外
に
い
て
も
受
信
で
き
ま
す
。

緊
急
速
報
メ
ー
ル
と
の

違
い
は
？

◆
緊
急
速
報
メ
ー
ル

　

(

エ
リ
ア
メ
ー
ル)

　電
話
回
線
を
使
用
し
て
い
る
た

め
、
配
信
時
に
通
話
中
の
場
合
は

受
信
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
配
信

時
に
原
則
的
に
町
内
に
い
な
け
れ

ば
受
信
で
き
ま
せ
ん
。

登
録
は
簡
単
！

　専
用
の
「
登
録
用
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
」
に
空
メ
ー
ル
を
送
信
し
て

い
た
だ
く
と
登
録
で
き
ま
す
。
空

メ
ー
ル
送
信
後
に
、
町
か
ら
自
動

返
信
メ
ー
ル
が
届
き「
登
録
完
了
」

と
な
り
ま
す
。

　ま
た
、
上
に
あ
る
「
登
録
用
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
」
を
読
み
込
む
こ
と
で

簡
単
に
メ
ー
ル
送
信
が
で
き
ま
す
。

▲登録は、ＱＲコードで簡単に！

◆
登
録
制
メ
ー
ル

　通
話
中
で
も
受
信
で
き
る
ほ
か
、

登
録
解
除
も
簡
単
！

　メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
変
更
な
ど

の
理
由
で
登
録
を「
解
除
し
た
い
」

場
合
は
、「
解
除
用
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
」
に
空
メ
ー
ル
を
送
信
し
て

い
た
だ
く
と
解
除
で
き
ま
す
。
空

メ
ー
ル
送
信
後
に
、
町
か
ら
自
動

返
信
メ
ー
ル
が
届
き「
解
除
完
了
」

と
な
り
ま
す
。

　ま
た
、
上
に
あ
る
「
解
除
用
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
」
を
読
み
込
む
こ
と
で

簡
単
に
メ
ー
ル
送
信
が
で
き
ま
す
。

▼登録解除もＱＲコードが簡単！
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フレンドリー
プラザ

開館時間
火曜日～土曜日 
 9：30 ～ 19：00 
日曜日・祝日 
 9：30 ～ 18：00 
■は休館日
※ 12 月～ 3 月平日の閉館時間が変わります。

町立図書館・遅筆堂文庫 こどもの本

おとなの本
『ひとさじのはちみつ』　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　前田京子著　マガジンハウス刊

●３月の休館日
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

『さいこうのスパイス』
　　　　　　　　　　　　　亀岡亜希子作・絵　ＰＨＰ研究所刊

　「はちみつ」を常備するのは、家にちょっ
とした薬局があるようなものといわれて
います。軟膏、絆創膏、目薬、風邪薬、胃薬、
歯磨き…知らなかった使い方、薬効が具
体的に紹介されており、食べ方や選び方
のコツも驚くことばかりです。手にとっ
てぜひページをめくってみてください。

　
　一流のシェフの料理を食べても「まず
い」と言うリスのぼっちゃんのために、
オオカミのシェフは最高の食材を採りに
出かけます。シェフが見つけたスパイス
の正体にあたたかい気持ちになれるお話
です。

●遅筆堂文庫読書会
　３月２０日（日）午後 2 時～
　（※今月は第３日曜日です）

●おはなし会
　３月１２日㈯１１：００～１１：３０
　きらきらさんの紙芝居と読み聞かせ

●オススメ本コーナー
　「ひな祭り…季節を祝い春を待つ本」

春待ち音楽祭

プラザ演劇祭２０１６
～演劇に酔いしれる 4 日間～

　春の足音を感じる２月２７
日㈯、２８日㈰。
　プラザで、手作り品を販売
する春待ち市と地元を中心と
した音楽愛好家の皆さんのコ
ンサート春待ち音楽祭を開催
します。
　見て食べて買い物をして、
一日中楽しめる二日間。

　置賜地区の高校生による合同発表会をはじめ、プラザ附属
演劇学校の生徒たちによる演劇を堪能する 4 日間。
　特に、フレンドリープラザ附属演劇学校シニア演劇コース
の 4 期生にとっては、今回が最後の公演になります。
　小学生からシニア世代までが、日頃の練習の成果を存分に
発揮し、見応えがあること間違いなし！入場無料となってお
りますので、みなさんぜひお越しください。

■ 置賜地区高校演劇春季合同発表会　3/20 ㈰・21（月・祝）
■ プラザ子ども演劇祭２０１６春　　3/26 ㈯ 14 時開演
■ シニア演劇コース 4 期生修了公演　3/27 ㈰ 14 時開演

　入場無料です。家族、友人の皆さんご一緒に遊びに
来てください。

　蔵書点検に伴なう休館は 2 月 22 日（月）まで。 
　2 月 23 日㈫から通常開館となります。

永幡嘉之写真展「大津波のあとの生き物たち
３/5（土）～ 21（月・祝） 

　東日本大震災から５年。
大津波のあと、海岸に生き
る生きものたちを写真や記
録に撮り続けた永幡さんの
写真展をフレンドリープラ
ザギャラリーで開催しま

す。人間と自然との関わりについて考えてみませんか。
トークイベント　３月１１日㈮ 午後７時～　
■ 参加費　１，０００円
　展示解説と災害と復興、生きものたちの今について
お話をお聞きします。

まちからのお知らせ
town information

１. 火災による死傷者はゼロ　～火災発生状況～　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：件又は人）
火災件数 焼損棟数 死者数 負傷者建物 林野 車両 その他 合計 全焼 半焼 部分焼 ぼや 合計

2 市 2 町
合計

平成 27 年 ２３ 11 5 19 58 10 3 12 13 38 4 9
平成 26 年 32 2 4 22 60 23 3 18 13 57 3 11

比較 △ 9 9 1 3 △ 2 △ 13 △ 6 △ 19 1 △ 2
うち

川西町

平成 27 年 3 1 4 8 1 1 3 5
平成 26 年 4 4 8 3 3 6 1 1

比較 △ 1 1 △ 2 △ 2 3 △ 1 △ 1 △ 1

平成２7年消防活動状況を報告します
　（平成２7 年１月１日～１２月３１日の数値）

　平成２７年消防活動状況を５つの項目に分け数値化し、２市２町（米沢市、南陽市、高畠町、川西町）と本町
のみの合計を平成２６年の数値と比較し、お知らせします。

２. 出動件数の種別は、急病が最多　～救急出動及び搬送人員状況～　　　　　　　（単位：件又は人）

急病 交通
事故

一般
負傷

労働
災害 加害 自損

行為
運動
競技 火災 水難 その他 合計

2 市 2 町
合計

平成 27 年 出動 3944 465 878 47 15 67 29 35 1 550 6031
搬送 3736 509 840 47 14 41 30 6 1 546 5770

平成 26 年 出動 3996 440 883 47 9 61 20 49 4 590 6099
搬送 3769 474 859 46 8 47 20 13 1 581 5818

比較 出動 △ 52 25 △ 5 6 6 9 △ 14 △ 3 △ 40 △６８
搬送 △ 33 35 △ 19 1 6 △ 6 10 △ 7 △ 35 △４８

うち
川西町

平成 27 年 出動 ３８９ 49 90 4 4 6 11 67 620
搬送 373 62 84 4 2 7 4 67 603

平成 26 年 出動 422 44 97 1 6 6 12 113 701
搬送 401 55 95 1 2 6 4 112 676

比較 出動 △ 33 5 △ 7 3 △ 2 △ 1 △ 46 △ 81
搬送 △ 28 7 △ 11 3 1 △ 45 △ 73

３. 救出出動は交通事故が最多　～救助出動状況～　　　　　　　　　（単位：件）

火災 交通
事故 水難 機械 建物等 ガス等 自然

災害 その他 合計

2 市 2 町
合計

平成 27 年 25 40 4 1 14 84
平成 26 年 29 49 2 1 24 19 124

比較 △ 4 △ 9 △ 2 4 △ 24 △ 5 △ 40
うち

川西町

平成 27 年 2 5 1 2 10
平成 26 年 4 4 3 2 13

比較 △ 2 1 1 △ 3 △ 3

４. 危険物漏えいが最多　～その他の災害別出動状況～　　　　（単位：件）
危険物
漏洩

風水害
（溢水含む） 雪害 誤報等 怪煙

偵察 異臭 その他 合計

2 市 2 町
合計

平成 27 年 111 66 4 8 45 2 108 344
平成 26 年 88 165 10 8 59 1 43 374

比較 23 △99 △ 6 △ 14 1 ６５ △３０
うち

川西町

平成 27 年 １６ 3 9 13 41
平成 26 年 13 8 3 11 6 41

比較 3 △ 5 △ 3 △ 2 7

５. 通信指令１１９番受信内容状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：件）

火災 救急 救助 他災害 問合せ いた
ずら 訓練 その他 テスト 合計

2 市 2 町
合計

平成 27 年 58 5127 39 129 507 20 729 1928 651 9188
平成 26 年 60 ５９２９ 82 407 238 12 634 1183 386 8931

比較 △ 2 △ 802 △ 43 △ 278 269 8 95 745 265 257

人的な災害の他に
異常気象による災
害も増えているね

7　町報かわにし 平成２８年２月１５日



▲一人ひとりが想いを乗せて書き初め

小
学
生
が
一
心
不
乱
に
「
書
き
初
め
」

～
平
成
28
年
川
西
町
小
学
生
書
き
初
め
大
会
～

　1
月
9
日
㈯
、
中
央
公
民
館
視
聴
覚
室
で

平
成
28
年
川
西
町
小
学
生
書
き
初
め
大
会
が

開
催
さ
れ
、
37
名
の
小
学
生
が
、
学
年
ご
と

の
課
題
を
「
書
き
初
め
」
ま
し
た
。

　は
じ
め
に
、
4
年
生
～
6
年
生
ご
と
に
定

め
ら
れ
た
課
題
に
対
す
る
書
き
方
の
ポ
イ
ン

ト
を
先
生
に
説
明
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後

約
1
時
間
、
児
童
た
ち
は
集
中
し
て
筆
を
走

ら
せ
ま
し
た
。

　書
き
終
え
た
作
品
に
つ
い
て
は
、
各
学
年

ご
と
に
3
つ
の
賞
が
用
意
さ
れ
、
表
彰
式
に

て
賞
状
と
副
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞

者
は
町
Ｈ
Ｐ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

　１
月
10
日
㈰
、
中
央
公
民
館
前
駐
車
場
で

平
成
28
年
川
西
町
消
防
団
出
初
め
式
が
行
わ

れ
、
町
内
7
地
区
の
団
員
た
ち
や
、
消
防
署

員
な
ど
約
２
０
０
名
が
参
加
し
、
今
年
一
年

の
安
全
安
心
の
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
が
決
意
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

　各
分
団
ご
と
に
整
列
す
る
中
で
閲
覧
が
行

わ
れ
る
と
、
会
場
は
引
き
締
ま
っ
た
空
気
と

な
り
、
団
員
た
ち
の
表
情
も
引
き
締
ま
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一
斉
放
水
と
分
列
行

進
を
行
い
ま
し
た
。

　１
月
中
旬
か
ら
雪
が
本
格
的
に
降
り
は
じ

め
、
県
内
で
雪
下
ろ
し
中
の
事
故
が
起
き
て

い
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

今
年
１
年
の
安
全
・
安
心
を
願
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
平
成
28
年
川
西
町
消
防
団
出
初
め
式
～

▲町の安全安心のためよろしくお願いします

１ /９１ /1０

　１
月
13
日
㈬
、
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

山
形
で
、
県
産
花
き
の
Ｐ
Ｒ
と
生
産
技
術
の

向
上
を
目
的
と
し
た
山
形
県
最
大
の
花
の
祭

典
「
や
ま
が
た
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
５
」
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
本
町
の

那
須
芳
美
さ
ん
（
西
大
塚
）
と
鈴
木
武
一
さ

ん
（
上
小
松
）
が
生
産
し
た
ダ
リ
ア
が
、
最

高
賞
の
金
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
他

４
名
が
生
産
し
た
ダ
リ
ア
も
入
賞
し
、
今
回

入
賞
し
た
ダ
リ
ア
８
点
の
う
ち
本
町
か
ら
７

点
が
入
賞
す
る
と
い
う
素
晴
ら
し
い
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

　本
町
は
、
切
り
花
ダ
リ
ア
発
祥
の
地
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
ダ
リ
ア
を
重
点
作
物
と
し
て

生
産
者
に
対
す
る
支
援
を
積
極
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。

　生
産
者
の
皆
さ
ん
も
、
技
術
の
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
と
品
質
向
上
を
目
標
に
活
動
し
て
お

り
、
町
の
花
「
ダ
リ
ヤ
」
の
輝
き
と
魅
力
を

県
内
外
へ
発
信
し
続
け
て
い
ま
す
。

▲花と茎葉のバランス・咲き姿の良さが
　評価された那須さんの「ムーンワルツ」

か
わ
に
し
の
ダ
リ
ア
が
東
北
農
政
局
長
賞
受
賞

　
　
　
　
　
　
　～
や
ま
が
た
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
５
～

賞名 受賞者 地区名

金　賞
東北農政局長賞 那須　芳美 西大塚

仙花社長賞 鈴木　武一 上小松

特別賞 山形県生花商組合
連合会組合長賞 吉田　祐子 上小松

銀　賞 山形県花き生産連
絡協議会長賞

横山　沙織 吉　田
五十嵐千鶴子 小　松
青木　督平 東大塚
吉田　祐子 上小松

▲鈴木さんの「かまくら」

▲多くの生産者が受賞されました

１ /1３
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が
、
自
分
の
営
農
ス
タ
イ
ル
と
あ
っ
て
い

て
、
苦
も
無
く
は
じ
め
ら
れ
ま
し
た
。

　た
だ
、
い
ま
ま
で
米
と
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

を
主
に
栽
培
し
、
キ
ャ
ベ
ツ
を
栽
培
し
た

こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
失
敗
や
わ
か
ら

な
い
こ
と
も
多
く
、
苦
労
し
て
い
ま
す
。

　そ
れ
で
も
、
毎
年
勉
強
し
な
が
ら
少
し

ず
つ
い
い
も
の
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す

し
、
い
い
も
の
を
作
れ
る
よ
う
に
な
る
こ

と
を
や
り
が
い
に
感
じ
な
が
ら
続
け
て
い

き
た
い
で
す
。

私
た
ち
の
野
菜
は
甘
い
！

自
信
を
も
っ
て
勧
め
ま
す
！

も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い

　寒
中
野
菜
は
、
甘
く
て
お
い
し
く
作
り

甲
斐
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
あ
る
程
度
収

入
が
見
込
め
る
た
め
、
部
会
員
は
若
い
人

が
多
く
、
み
ん
な
一
生
懸
命
に
寒
中
野
菜

を
作
っ
て
い
ま
す
。

　部
会
員
が
一
生
懸
命
作
っ
た
寒
中
野
菜

は
本
当
に
甘
く
て
お
い
し
い
。
こ
れ
は
本

当
に
自
信
を
も
っ
て
い
ま
す
の
で
、
多
く

の
人
に
オ
ス
ス
メ
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　こ
の
寒
中
野
菜
を
、
少
し
で
も
多
く
の

人
に
知
っ
て
も
ら
い
、
手
に
取
っ
て
も
ら

い
、
食
べ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　食
べ
て
も
ら
え
ば
必
ず
寒
中
野
菜
の
お

い
し
さ
に
気
づ
い
て
い
た
だ
け
る
と
思
い

ま
す
。

　

先
輩
農
家
の
紹
介
で

　わ
た
し
が
、
寒
中
野
菜
を
始
め
た
の
は

い
ま
か
ら
２
年
前
で
、
そ
れ
ま
で
冬
期
間

は
出
稼
ぎ
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
季
節
労

働
で
な
か
な
か
収
入
が
安
定
し
な
か
っ
た

た
め
、
近
く
の
先
輩
農
家
に
相
談
し
た
の

が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　７
月
に
種
を
ま
き
、
８
月
に
畑
へ
定
植

す
る
。
そ
し
て
雪
が
降
る
前
の
11
月
下
旬

か
ら
収
穫
す
る
と
い
う
栽
培
の
サ
イ
ク
ル

工藤　正憲さん（中郡）

　寒
中
野
菜
は
、
普
通
に
生
産
さ
れ
て
い

る
野
菜
に
比
べ
て
甘
い
の
が
特
徴
で
す
。

　サ
ラ
ダ
な
ど
で
、
あ
ま
り
味
付
け
を
せ

ず
素
材
の
味
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
の
が

お
す
す
め
の
食
べ
方
で
す
。

　寒
中
野
菜
の
認
知
度
を
さ
ら
に
上
げ
て

い
た
だ
く
た
め
、

生
産
者
の
顔
が
見

え
る
対
面
販
売
な

ど
を
行
っ
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
。

素
材
の
味
を
堪
能
し
て

　ヤ
マ
ザ
ワ
川
西
店

　青
果
チ
ー
フ

　
　
　
　
　
　
　
　石
山

　諒
さ
ん

寒中野菜は、若い農業者が特に一生懸命です

　５
年
ほ
ど
前
か
ら
寒
中
野
菜
を
販
売
し

て
お
り
、
な
る
べ
く
川
西
町
の
生
産
者
の

野
菜
を
優
先
し
て
入
荷
す
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

　甘
み
が
強
く
、
く
さ
み
も
少
な
い
野
菜

な
の
で
、
温
サ
ラ
ダ
と
し
て
食
べ
て
い
た

だ
く
の
が
お
す
す

め
で
す
。

　蒸
し
た
だ
け
で

も
十
分
お
い
し
い

野
菜
で
す
。

温
サ
ラ
ダ
が
お
す
す
め

　うめ
や
川
西
店

　青果
主
任

　
　

　
　
　
　
　
　
　鈴木

　裕司
さ
ん

新
春
お
年
玉
付
き
パ
ズ
ル
当
選
者
発
表

71
通
の
応
募
の
中
か
ら
厳
正
な
抽
選
の
結
果
、
当
選
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

２
月
中
旬
ご
ろ
川
西
商
業
協
同
組
合
商
品
券
（
１
０
０
０
円
分
）
を
お
贈
り
し
ま
す
。

◆
当
選
者
（
15
名
）【
敬
称
略
】

梅
津
節
子
（
上
小
松
）、
勝
見
光
一
（
上
小
松
）、
加
藤
周
子
（
上
小
松
）、

佐
藤
千
恵
美
（
上
小
松
）、
嶋
貫
貞
雄
（
上
小
松
）、
江
本
廣
紀
（
上
小
松
）、

加
藤
文
子
（
西
大
塚
）、
関
河
悦
子
（
西
大
塚
）、
島
貫
悦
子
（
下
小
松
）、

山
口
翔
大
（
下
小
松
）、
井
上
由
美
子
（
高
山
）、
寒
河
江
小
百
合
（
堀
金
）、

中
田
信
子
（
玉
庭
）、
寒
河
江
希
実
（
吉
田
）、
星
野
和
子
（
吉
田
）

町
報
１
月
15
日
号
で
実
施
し
た
パ
ズ
ル
の
答
え
と
当
選
者
を
発
表
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
並
ん
だ
文
字
の
中
に
世
界
の
国
の
名
前
が
隠
れ
て
い
ま
す
。
縦
・
横
・
斜

　
　
　
　
　め
に
文
字
を
な
ぞ
っ
て
言
葉
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
言
葉
に
な
ら
な
か
っ

た
文
字
を
組
み
合
わ
せ
て
答
え
く
だ
さ
い
。

  

問 

題森のマルシェ

  

解 

答

リトアニアチアロク
ンヒンルマメシダウ
ヤリテガゼアリナエ
ジアノンリンアカー
イビアマシエチシト
バンソニルユドンス
ルロコスドリタンペ
ゼコルイチケモイイ
アリトスーオマーン

　  待ち市と　  楽祭
　町内外からおいしいものや、かわいいものが多数出店される春待ち市。
　お腹も心も満たされてみませんか？音楽祭も同時開催します！

❖ 開催日　2 月 27 日 ㊏・28 日㊐
❖ 時　間　午前 10 時～午後 4 時

❖ 会　場　川西町フレンドリープラザ

布小物・アクセサリー・ハーブ＆アロマ雑貨や、菓子・漬物・もち・ドレッシング
などを販売。コーヒー・中華まん・牛煮込み・おむすびなどのお食事もできます。

県内外から、ジャズ・カントリーミュージック・吹奏楽・
サキソフォンアンサンブル・リコーダーアンサンブルなど様々な
ジャンルの音楽大好き人間が集います。

折り紙、アロマクリームづくり、オリジナルビーズ
ブレスレットづくりの体験ができます。

幼児から小学校低学年までのお子様を対象に、簡単に着付けができ、
本格的なお雛様の姿になれる体験プランです。記念のお写真をお撮
り下さい。ご希望の方は電話にてご予約下さい。

（両日先着１５組まで）

マーケット

音楽祭

ワークショップ

わたしもおひなさま

入場料　無料

問川西町観光協会　☎５４－１５１５

春 音
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の
準
備
が
始
ま
る
２
月
ま
で
、
寒
中
ね
ぎ

の
出
荷
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
わ
た
し
が
寒
中
野
菜
を
作
っ
て

い
る
理
由
と
し
て
は
、
自
分
が
実
際
に
食

べ
て
、
甘
く
て
お
い
し
い
と
思
え
る
と
こ

ろ
も
大
き
い
で
す
。

　一
般
的
な
ね
ぎ
に
は
あ
る
独
特
の
”
ク

セ
”
が
少
な
く
、
そ
れ
で
い
て
味
は
し
っ

か
り
し
て
い
て
甘
い
。
だ
か
ら
子
供
で
も

食
べ
る
こ
と
が
で
き
て
、
寒
中
ね
き
が
わ

た
し
も
好
き
で
す
。

冬
の
収
入
だ
け
で
な
く

多
く
の
仲
間
に
出
会
え
ま
し
た

若
い
世
代
が
多
く
て
元
気

　わ
た
し
は
、
寒
中
野
菜
の
一
番
の
魅
力

は「
元
気
の
あ
る
若
手
生
産
者
」だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　特
に
最
近
、
20
代
か
ら
30
代
の
若
い
生

産
者
が
新
し
く
寒
中
野
菜
に
取
り
組
み
始

め
て
お
り
、
わ
た
し
自
身
も
今
か
ら
5
年

前
に
寒
中
野
菜
を
始
め
た
と
き
、
自
分
と

同
じ
世
代
の
仲
間
が
で
き
、
相
談
し
な
が

ら
や
っ
て
こ
れ
た
こ
と
を
本
当
に
う
れ
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。

　寒
中
野
菜
は
、
市
場
か
ら
の
需
要
が
ま

だ
ま
だ
多
い
の
で
、
さ
ら
に
生
産
者
を
増

や
し
て
、
各
市
場
に
安
定
し
た
供
給
を
し

て
い
き
た
い
で
す
。
特
に
、
寒
中
ね
ぎ
は

生
産
者
が
少
な
い
た
め
、
ね
ぎ
の
新
規
参

入
を
待
っ
て
い
ま
す
。

初
め
は
ね
ぎ
へ
の
「
興
味
」

　わ
た
し
が
寒
中
野
菜
を
作
り
始
め
た
の

は
、
今
か
ら
約
５
年
前
で
、
も
と
も
と
ね

ぎ
の
栽
培
に
興
味
が
あ
り
、
近
く
の
先
輩

農
家
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
寒
中
野
菜
の

こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　寒
中
野
菜
を
は
じ
め
る
前
は
、
冬
の
収

入
も
な
か
な
か
安
定
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
寒
中
野
菜
は
自
分
の
営
農
ス
タ
イ
ル

に
合
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
さ
く
ら
ん
ぼ

寒河江靖明さん（中郡）

こ
の
魅
力
を
全
国
に

　寒
中
野
菜
に
と
っ
て
一
番
の
特
徴
で
あ

る
「
甘
さ
」
は
、
置
賜
地
方
の
冬
の
寒
さ

と
、
降
り
積
も
る
雪
が
あ
る
か
ら
こ
そ
生

み
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　現
在
寒
中
野
菜
部
会
の
副
会
長
を
務
め

る
寒
河
江
与
一
さ
ん
は
「
置
賜
地
方
は
冬

寒
く
て
雪
が
降
る
の
で
、
な
か
な
か
農
業

で
稼
ぐ
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。
そ
の
ハ
ン

デ
を
活
か
し
て
、
冬
で
も
農
業
で
収
入
を

得
る
た
め
に
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
こ
の
寒

中
野
菜
。
冬
も
農
業
で
稼
げ
る
と
い
う
こ

と
を
示
せ
た
の
で
、
若
い
衆
た
ち
も
興
味

を
も
っ
て
く
れ
、
仲
間
が
増
え
て
き
た
。」

と
、
当
時
の
苦
労
話
を
交
え
な
が
ら
も
、

嬉
し
そ
う
に
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　置
賜
地
方
の
寒
さ
が
生
ん
だ
「
甘
い
」

野
菜
は
、
生
産
者
と
市
場
関
係
者
の
た
ゆ

ま
ぬ
努
力
に
よ
り
置
賜
地
方
だ
け
に
と
ど

ま
ら
ず
、
県
内
各
地
、
宮
城
県
や
関
東
地

方
の
市
場
ま
で
出
荷
さ
れ
、
最
盛
期
に
は

市
場
の
注
文
に
商
品
が
追
い
付
け
な
い
ほ

ど
大
人
気
の
商
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　そ
ん
な
寒
中
野
菜
の
ま
す
ま
す
の
発
展

に
向
け
て
、
ま
ず
は
個
人
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
に
よ
る
安
定
し
た
品
質
の
確
保
と
、
な

に
よ
り
寒
中
野
菜
を
作
る
仲
間
が
増
え
る

こ
と
を
願
っ
て
い
る
３
人
。

　置
賜
地
方
の
冬
の
寒
さ
が
生
ん
だ
「
甘

い
」
野
菜
が
、
全
国
各
地
に
さ
ら
に
広
ま

り
、
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
定
着
し
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

寒中ねぎを作る仲間を募集中です！



▲山形県知事賞おめでとうございます

２/４

犬
川
小
１
年
生
が
山
形
県
知
事
賞
を
受
賞

～
第
65
回
山
形
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
～

　統
計
の
表
現
技
術
な
ど
を
競
う
「
第
65
回

山
形
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
お
い

て
、犬
川
小
学
校
の
１
年
生
（
嶋
貫
翔し

ょ
うく

ん
、

江
袋
ゆ
な
さ
ん
、
佐
藤
惟い

な菜
さ
ん
）
の
作
品

『
や
さ
い
で
ぼ
く
・
わ
た
し
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
』

が
、
山
形
県
知
事
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
犬
川
小
学
校
６
年
生
（
荒
木
日ひ

な
る成

く
ん
、大
河
原
依い

お旺
く
ん
、渡
邊
涼り

ょ
う
が雅

く
ん
）

の
作
品
『
６
次
産
業
化
拠
点
施
設
「
か
わ
に

し
森
の
マ
ル
シ
ェ
」
へ
よ
う
こ
そ
』
が
山
形

県
統
計
協
会
長
賞
、
吉
島
小
学
校
６
年
生(

角
田
真ま

ひ
ろ紘

く
ん)

の
作
品
『「
朝
食
」
は
き

ち
ん
と
毎
朝
食
べ
て
い
ま
す
か
？
』
が
審
査

員
特
別
賞
に
選
ば
れ
る
な
ど
、
本
町
小
学
生

の
作
品
が
7
つ
入
選
、
さ
ら
に
は
、
犬
川
小

学
校
が
最
優
秀
学
校
賞
を
受
賞
す
る
と
い
う

素
晴
ら
し
い
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

▲百歳を迎えられた堀部　づさん（前列中央）

１
０
０
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
百
歳
顕
彰
の
お
祝
い
～

　町
で
は
、
長
寿
を
祝
福
す
る
た
め
、
百
歳
顕
彰
条
例

に
基
づ
き
、
今
年
で
数
え
百
歳
を
迎
え
ら
れ
た
方
々
に

顕
彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　今
年
百
歳
を
迎
え
ら
れ
た
11
名
の
方
に
は
、
さ
ら
に

長
寿
を
重
ね
ら
れ
ま
す
よ
う
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。

○ 

百
歳
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん

安
部
み
つ
ゑ
さ
ん

　伊
藤
み
ど
り
さ
ん

木
村
淳
さ
ん

　
　
　須
貝
勇
作
さ
ん
（
以
上
上
小
松
）

遠
藤
ひ
さ
さ
ん
（
時
田
）

　髙
橋
憲
明
さ
ん
（
下
奥
田
）

佐
藤
フ
タ
ミ
さ
ん
（
高
山
）

　玉
田
や
ゑ
さ
ん
（
玉
庭
）

鈴
木
琴
子
さ
ん（
上
奥
田
）

　本
田
辰
二
さ
ん（
尾
長
島
）

堀
部
　づ
さ
ん
（
そ
よ
風
の
森
）

▲小学校でも交通ルールを守っていってください

２/４

年
長
組
の
園
児
が
交
通
安
全
を
誓
う

～
平
成
27
年
度
か
も
し
か
ク
ラ
ブ
修
了
式
～

　２
月
に
町
内
の
保
育
所
・
幼
稚
園
で
か
も

し
か
ク
ラ
ブ
修
了
式
が
行
わ
れ
、
４
日
の
北

斗
幼
稚
園
で
は
、
19
名
の
年
長
児
た
ち
が
元

気
な
返
事
で
修
了
証
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
交
通
安
全
母
の
会
か
ら
記
念
品
と

し
て
下
敷
と
「
交
通
安
全
は
家
庭
か
ら
」
の

励
ま
し
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、園
児
た
ち
は
、

小
学
校
に
行
っ
て
か
ら
も
交
通
安
全
を
心
が

け
る
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

　修
了
式
後
は
、
交
通
安
全
専
門
指
導
員
が

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
扮
し
て
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
を
と
お
し
て
子
供
た
ち
に
楽
し
く
交
通
ル

ー
ル
を
教
え
ま
し
た
。

▲県統計協会長賞も素晴らしい作品でした

▲特別賞受賞おめでとうございます
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置
賜
の
寒
さ
が
生
ん
だ

　
　
　
　
　
　絶品
野
菜

寒
い
か
ら
こ
そ
甘
く
な
る
？

　最
近
、ス
ー
パ
ー
な
ど
で
「
寒
中
野
菜
」

と
い
う
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
包
ま
れ
た
キ
ャ
ベ

ツ
、
ね
ぎ
、
白
菜
を
見
つ
け
た
人
は
い
る

で
し
ょ
う
か
。

　見
た
目
は
普
通
の
野
菜
な
の
に
、
な
ぜ

独
自
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
包
ま
れ
ひ
と
き
わ

目
立
っ
て
い
る
の
か
、
疑
問
に
思
っ
た
人

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　見
た
目
は
一
緒
で
す
が
、
実
際
に
食
べ

て
み
る
と
何
が
違
う
か
す
ぐ
に
分
か
る
と

思
い
ま
す
。
寒
中
野
菜
の
一
番
の
特
徴
は

ズ
バ
リ
「
甘
さ
」
で
、
通
常
出
荷
さ
れ
る

野
菜
の
倍
以
上
の
糖
度
が
あ
り
ま
す
。

　寒
中
野
菜
は
、
降
雪
前
の
11
月
下
旬
か

ら
12
月
上
旬
に
収
穫
さ
れ
、
出
荷
さ
れ
る

ま
で
の
間
雪
の
中
や
施
設
で
保
存
さ
れ
ま

す
。
野
菜
は
、
気
温
が
下
が
る
と
、
で
ん

ぷ
ん
を
糖
に
か
え
て
細
胞
が
凍
結
す
る
の

を
防
ぐ
働
き
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
働
き
に

　「寒
中
野
菜
」
を
ご
存
知
で
す
か
？

　寒
中
野
菜
と
は
、
気
温
が
下
が
り
雪
が

降
る
12
月
か
ら
１
月
に
出
荷
が
始
ま
る
野

菜
の
こ
と
で
、「
寒
中
キ
ャ
ベ
ツ
」「
寒
中

ね
ぎ
」「
寒
中
白
菜
」
の
３
種
類
が
あ
り

ま
す
。

　な
ぜ
、
こ
の
よ
う
に
雪
深
い
置
賜
地
方

で
冬
の
野
菜
が
有
名
に
な
っ
た
の
か
、
今

回
は
寒
中
野
菜
の
謎
に
迫
り
ま
す
。

よ
り
、
寒
中
キ
ャ
ベ
ツ
の
糖
度
は
い
ち
ご

と
同
じ
10
度
程
度
ま
で
上
が
り
ま
す
。
こ

れ
が
、
寒
中
野
菜
の
甘
み
の
秘
密
で
す
。

甘
い
野
菜
を
ブ
ラ
ン
ド
に

　こ
の
甘
い
野
菜
に
注
目
し
て
、
い
ち
早

く
出
荷
に
乗
り
出
し
た
米
沢
青
果
㈱
で
、

い
ま
か
ら
約
13
年
ほ
ど
前
に
出
荷
が
始

ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　は
じ
め
は
試
行
錯
誤
で
う
ま
く
い
か
な

い
こ
と
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
平
成

20
年
に
は「
寒
中
キ
ャ
ベ
ツ
」「
寒
中
ね
ぎ
」

を
、
平
成
22
年
に
は
「
寒
中
白
菜
」
を
商

標
登
録
し
、
そ
の
販
売
が
軌
道
に
乗
り
始

め
、
出
荷
者
も
ど
ん
ど
ん
増
え
、
今
で
は
、

置
賜
地
方
の
約
30
名
の
生
産
者
が
出
荷
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　本
町
で
も
、
11
名
の
生
産
者
が
出
荷
し

て
い
る
寒
中
野
菜
。
今
回
は
、
特
に
熱
意

を
も
っ
て
寒
中
野
菜
を
生
産
し
て
い
る
３

人
の
若
い
衆
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。見た目は一緒。「甘さ」が違う！

▲来庁された渡部社長（中央）と金田店長（右）
　ありがとうございました。

２/１

町
内
中
小
企
業
の
ま
す
ま
す
の
振
興
に
活
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
う
め
や
川
西
店
様
か
ら
寄
付
金
の
贈
呈
～

　2
月
1
日
㈪
、
株
式
会
社
う
め
や
渡
部
社

長
と
金
田
川
西
店
長
が
来
庁
さ
れ
、
1
月
17

日
に
行
っ
た
寒
鱈
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
で
の
売
り

上
げ
を
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　こ
の
取
り
組
み
は
今
年
で
4
年
目
を
迎

え
、
寒
鱈
鍋
を
１
杯
３
０
０
円
で
販
売
し
、

そ
の
売
り
上
げ
を
「
町
の
振
興
・
発
展
に
役

立
て
て
ほ
し
い
」
と
い
う
こ
と
で
、
町
に
寄

付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　今
回
、
株
式
会
社
う
め
や
様
か
ら
町
の
た

め
に
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、
中
小
企
業
振

興
の
た
め
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　１
月
22
日
㈮
、
川
西
中
学
校
で
受
験
生
激

励
会
が
開
催
さ
れ
、１
６
３
名
の
３
年
生
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
激
励
を
受
け
ま
し
た
。

　は
じ
め
に
、
地
元
有
志
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
で
あ
る
「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
か
わ
に
し
」
さ
ん

が
、
㈱
三
菱
鉛
筆
山
形
工
場
か
ら
無
償
で
い

た
だ
き
、
１
月
１
日
午
前
１
時
に
合
格
祈
願

し
た
五
角
（
合
格
）
鉛
筆
を
贈
呈
し
、
そ
の

後
在
校
生
に
よ
る
応
援
や
、
合
格
絵
馬
の
手

渡
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　３
年
生
は
「
み
な
さ
ん
に
い
た
だ
い
た
応

援
を
胸
に
、
受
験
と
い
う
壁
を
乗
り
越
え
た

い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

▲縁起のいい五角（合格）鉛筆で、受験突破を

１ /22

先
輩
達
の
合
格
を
願
っ
て

～
川
西
中
学
校
受
験
生
激
励
会
～

▲きのこになったら、どうやって食べようかな

1 /２３
１ /３０
森
林
や
希
少
生
物
へ
の
理
解
を
深
め
る

　
　～
原
木
き
の
こ
の
植
菌
体
験
・
希
少
生
物
、
野
生
動
物
の
勉
強
会
～

　1
月
23
日
㈯
、
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で

き
の
こ
の
植
菌
体
験
を
開
催
し
、
町
内
外
か

ら
約
70
名
が
参
加
し
、
し
い
た
け
や
な
め
こ

の
菌
を
原
木
に
打
ち
付
け
、
き
の
こ
が
出
て

く
る
の
を
楽
し
み
に
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
１
月
30
日
㈯
に
は
、「
希
少
生
物
、

野
生
動
物
と
の
共
生・共
存
を
学
ぶ
学
習
会
」

を
開
催
し
、
約
30
名
の
参
加
者
が
野
生
に
暮

ら
す
動
物
た
ち
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　こ
の
２
つ
の
催
し
は
、「
山
形
県
緑
環
境

交
付
金
」
を
活
用
し
て
行
っ
て
お
り
、
実
体

験
や
講
話
を
と
お
し
て
自
然
に
対
す
る
理
解

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　1
月
18
日
㈪
、
文
部
科
学
大
臣
優
秀
教
職

員
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
小
松
小
学
校
の
平
健

司
教
諭
が
、
優
秀
教
職
員
と
し
て
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　受
賞
し
た
平
教
諭
は
、
平
成
25
年
度
か
ら

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
担
当
教
諭
と

し
て
、
町
内
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
制
度
の
定
着
と
拡
大
に
貢
献
し
、
そ

の
実
績
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
表
彰
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
お
こ
な

わ
れ
、
全
国
の
国
公
私
立
学
校
の
現
職
教
職

員
（
管
理
職
を
除
く
）
を
対
象
に
、
優
れ
た

成
果
を
上
げ
た
教
員
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

▲平教諭のますますのご活躍を期待します

１ /1８

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
定
着
を
評
価

　
　
　
　
　～
小
松
小
平
教
諭
が
文
部
科
学
大
臣
優
秀
教
職
員
表
彰
～
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と
寒
中
野
菜
の
も
つ
「
甘
さ
」
の
お
か
げ

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　も
う
一
つ
は
価
格
で
す
。
野
菜
は
そ
の

年
の
気
候
や
他
産
地
の
状
況
に
よ
っ
て
、

価
格
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
寒
中
野
菜
は
、
冬
に
出
荷
さ
れ
る
た

め
、
他
の
産
地
の
影
響
を
受
け
に
く
く
、

値
崩
れ
が
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　こ
れ
は
生
産
者
だ
け
で
な
く
、
米
沢
生

花
市
場
さ
ん
の
販
売
に
か
け
る
情
熱
が

あ
っ
て
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。

甘
さ
が
売
り
の
寒
中
野
菜

子
ど
も
た
ち
も
よ
く
食
べ
ま
す

失
敗
を
次
に
生
か
し
て

　今
年
で
10
年
に
な
る
と
お
話
し
ま
し
た

が
、
実
は
２
年
前
の
冬
に
突
然
の
大
雪
で

ね
ぎ
を
収
穫
し
き
れ
ず
に
倒
し
て
し
ま
い
、

作
付
け
し
た
ね
ぎ
の
多
く
を
出
荷
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
苦
い
経
験
が

あ
り
ま
す
。

　そ
の
失
敗
か
ら
、
現
在
で
は
収
穫
時
期

の
天
候
に
は
特
に
気
を
付
け
な
が
ら
収
穫

作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　今
後
は
、
天
候
に
左
右
さ
れ
な
い
よ
う

に
安
定
し
た
品
質
の
野
菜
を
作
り
続
け
、

た
く
さ
ん
の
人
に
寒
中
野
菜
を
知
っ
て
も

ら
い
、
食
べ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
そ
し

て
寒
中
野
菜
の
魅
力
を
よ
り
多
く
の
人
に

知
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

冬
も
農
業
で
稼
ぎ
た
い

　わ
た
し
は
、
寒
中
野
菜
を
始
め
て
今
年

で
10
年
目
に
な
り
ま
す
。

　10
年
前
に
就
農
し
た
際
、
ど
う
せ
な
ら

冬
も
農
業
で
稼
ぎ
た
い
と
い
う
思
い
か
ら

寒
中
野
菜
を
作
り
始
め
ま
し
た
。

　寒
中
野
菜
の
魅
力
は
、
ま
ず
一
つ
は
や

は
り
「
甘
さ
」
で
す
。
わ
た
し
の
子
ど
も

た
ち
は
、
寒
中
野
菜
が
食
卓
に
並
ぶ
と
い

つ
に
も
ま
し
て
野
菜
を
食
べ
ま
す
。
き
っ

江口　和彦さん（犬川）

寒中でも、暑い時期から準備が始まります

▲栽培の苦労話に花を咲かせながらも、できあがった野菜を前に顔がほころぶ 3人
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２０１６年２月１５日

デコレーション押し寿司
✿ 材料＜６人分＞
○米　　 　
○合わせ酢
　酢
　砂糖
　塩
○薄焼き卵　
　卵
　塩
　砂糖　　
✿ 作り方（押し型としてケーキ型や菓子箱を準備）
①ご飯は少し硬めに炊き、合わせ酢を加え、す
　し飯をつくる。
②薄焼き卵は材料をよく混ぜ合わせ、薄く焼き、
　千切りにする。
③味付けツナは、ツナ缶の汁を切り、鍋に材料
　をすべて入れ、火にかけ水分をとばす。
④絹さやは筋を取り、塩少々 ( 分量外 ) を加え
　た湯で色よくゆで、斜め千切り。
⑤押し型の内側にラップを敷き、卵、ご飯の半
　分、ツナ、絹さやの２／３、残りのご飯の順
　に重ね、ラップをかけて上から押す。
⑥大皿にひっくり返して、残りの絹さやと桜で
　んぶを飾る。

食育
推進

まだまだ寒い日が続きますが、立春が過ぎ暦の上では
もう春です。

　３月３日ひな祭りは、邪気を祓うという桃の花が咲く
ころに行うことから「桃の節句」とも言われています。
ひな祭りには、雛人形を飾り、菱餅・白酒・雛あられな
どをお供えします。

子どもたちの健やかな成長を願い、ひな祭りの日には、
是非家族で食卓を囲みましょう。

家族の幸せや
　健康を願ってInterviewer

齋藤　聖人さん
　　　（上小松）
　　　　　　

▼農業を始めたきっかけ
　わたしの家では、お米を約１０ha ほど栽培してい
ます。農業を始めて今年で４年目を迎えました。
　わたしを含めた３人兄弟がみんな「この家が無くな
るのがいやだ」と思っていたこと、そしてわたしたち
夫婦が「子育てするなら地元で」と思っていたため、
結婚を機に実家に帰り、農業を始めました。

▼わたしの農業スタイル
　わたしは、若い人に農業の魅力を伝えたいと思って
いて、そのために考え出したのが「スーツ農家」です。
就農して一年目の田植えの日、思い切ってスーツで田
んぼに向かったときは、家族や周囲の人に反対された
り、認められないこともありましたが、次第にメディ
アなどで「スーツ農家齋藤聖人」が取り上げられるよ
うになり、応援してくれる人も増えてきました。
　また、ＳＮＳを活用した情報発信を積極的に行った
り、週末限定でフレンドリープラザでカフェを開いて
います。これは「わたしという人間を好きになっても
らい、わたしのお米を買ってほしい」と常に考えてい
るためです。カフェでは、わたしのお米をおにぎりに
したり、米粉のスウィーツとして食べていただいてま
すが、それを食べて喜ぶお客さんの顔を見れるのが本
当にうれしいです。

　実は最近、わたしのそんな活動を知って、共感して
いただいた方から是非雇用してほしいという連絡をい
ただきました。残念ながらまだ雇用することはできな
かったのですが、町外に住んでいる方が、わたしの農
業スタイルに共感してくれたことが嬉しくて、自分が
やっていることが少しずつ伝わっているんだと実感で
きました。

▼これからの目標

　これからも、わたしと同じ若い世代に農業の魅力が
伝わるように、農業って楽しそうだと興味を持っても
らえるように、農業と繋がりがないようなことにもチ
ャレンジしていきたいと思っています。
　そして、そんなわたしに
興味を持ち、川西町に興味
を持ち、川西町に来たいと
思ってくれる若者が増える
ように、私自身も農業を楽
しみたいと思います。

明日へのバトン
みらい

若い人に農業の魅力を伝えたい

３合

１／２カップ
大さじ２
小さじ２

２個
少々
大さじ１／２

○味付けツナ
　ツナ缶
　しょうゆ
　砂糖
　みりん
　酒
○絹さや
○桜でんぶ

１６０ｇ
大さじ２
大さじ２
大さじ１
大さじ１
６０ｇ
１０ｇ

「寿（ことぶき）」を
「司（つかさど）る」
　という意味がある
　お寿司はいかが？

共感してくれる人もできた
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　みさなん、「寒中野菜」という名前を聞いたことがありますか？
　見た目はどこにでもある普通の「野菜」。けれども、一口食べればその違
いにすぐ気付きます。
　寒中野菜は川西町だけでなく、いまや置賜地方で生産が盛んになって
います。
　なぜ、他の野菜と違って独自のパッケージが施されているのか、なぜ今
置賜地方で冬の農業が盛んなのか。
　寒中や市の秘密を、３人の若手農業者に伺いました。

かわにしかわにし

置賜の寒さが生んだ絶品野菜
　みささん、「寒中野菜」という名前を聞いたことがありますか？
　見た目はどこにでもある普通の「野菜」。けれども、一口食べればその違
いにすぐ気付きます。
　寒中野菜は川西町だけでなく、いまや置賜地方で生産が盛んになって
います。
　なぜ、他の野菜と違って独自のパッケージが施されているのか、なぜ今
置賜地方で冬の農業が盛んなのか。
　寒中野菜の秘密を、３人の若手農業者に伺いました。

主な内容
特集：置賜の寒さが生んだ絶品野菜 P２～

新春お年玉付きパズル当選者発表
P６～防災登録制メールに登録しましょう
P２０～

町のニュース P２１～


